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第
二
節
で
述
べ
た
ょ
ぅ
に
：中
世
後
期
の
ド
イ
グ
に
は
三0

0
0

'の
審
が
存

在
し
、
あ
の
内
人
口

1

0
0
0
以
上
の
都
市
は
、
五

0
おt

た
と
い
わ
れ
る0
、

し
か
も
西
ド
イ
ツ
は
東
に
比
べ
都
市
が
参
く
、
ノ
三

I
g
l

マ
イ
ル
‘
：
に
一
て
ウ
め
割

 <1

口 
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-

i

l

)

- 
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で
存
在
し
て
い
た0 

.し
；
も
ラ
イ
ン
河
上
流
.の
西
南
ド
イ
ツ
の
：：ー

,帯
はf

ラV

 :

ン
の
経
済」

ほe

 R
h
e
i
i
d
s
c
h
e

 W
i
r
t

をh
a
f
t

と
い
わ
れ
、

4
.

ウ
の
地
方
的

な
市
場
圏
が
形
成
ざ
れ
て
；

S

た
，こ
.と
も
既
に
；

み

.
そ
れ
は
中
世
後
期

」
フ
.イ
：

ン
'河
上
流
東
部
の
シ
ユ
ヴ
：テ
I

ベ
ン
の
麻
織
物
を
中
心
と
し
た
各
種
織
物
産
業

を
中
心
，に
ハ
ラ
イ
ン
河
の
水
路
に
沿
ゥ
た
ケ

：

ル
ン
一
フ
ラ
ン
ク.
フ
：ル
ト
ト

シ
ユ
ト

ラ
ス
プ
ル
グ
の
交
通
路
や
ケ
ル
ン
I

フ
ラ
ン
ク
フ
ルト
I

 

ユ
ル
シ
ベ

，ル

グ(

ア
ゥ
グ
ス
プ
ル
ダ

)

I

ザ
ル
ツ
プ
ル
グI

ゲ
ユ
二.
ス
の
交
通
路
、
さ
ら

に
フ
ラ
ン
ク.
フ\

ル
K

.

エ：
.

ル
フ
.
.ル
.

ト̂—

ゲ
ル
リ
ツ
プ
I

リ
ユ
べ
ツ
ク.
の
..交

通

路

等
が
發
達
し
た
と
と
に.ょ
り
、
地
方
的
市
場
圏
と
し
て
重
大
な
役
割
を
担
ぅ
と

共
に
、
ド
イ
ツ
！！
内
で
も
北
方
の
：ハ
ン
ザ
：商
業
圏
へ
も
つ

.

な
が
る
も
の
，で
あ
マ

た
。
そ
の
上
こ
の
地
方
は
十
五
泄
紀
以
来
ス
イ
ス
、
テ
ィ
ロ
ル
、
ザ
ル
ツ
プ
ル 

.

グ
等
を
通
じ
.イ
，.タ
リ
ヤ
と
の
交
通
が
盛
ん
に
な
る

U

つ
れ
、

ヨI
 

ロ
ッ
パ
内
陸 

の
！！

際
的
な
遠
隔
地
囊
のT

中
心
地
と
な
ウ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
西
南 

:

ド
イ
ツ
資
本
は
を
の
ょ
ぅ
な
地
方
的
，市
填
圏
を
背
景
に
イ
タ
リ
ヤ
の
ヴ
エ

,

ニ
ス
、
ミ
ナ
ノ
、

ナ
ポ
リ
、
ジ
エ
ノ
ア
"

ロ
一
マ
、

フ
ロ
レ
ン
ス
を
は
じ
め
ジ

ユ
ネ
I

ズ
、
：
リ
ス
ボ
ン
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
、
プ
ル

I

ジ
ユ
ク
ア

.

.

.

.

.
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-

ン
ト
ヮ
；
プ
、
ウ
イ
-
ン
等
の
ヨ
ー

 

ロ
ッ
パ
中
の
諧
都
市
に
互.っ
て
活
躍
し
、 

輝
か
し
いr

フ
ッ
ガ
ー
家

め

時

を

建

設

し

た

の

で
%

か)
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一
 

時
的
で
は
あ. 

れ
ド
イ
ツ
はT

初
め
て
真
の.
国
際
.

囊

の

中

心

点

、
.

，通
過
地
点
と
な
ウ
た

」

(

ラ
ン
プ
レ：

ヒ
ト
.

)

，
め
セ
あ
る0,

こ
の
時
期
の
遠
陽
地i

:は
交
通
の
未
嚴
達 

M
ょ
る
或
る
程
度
独
占
的
な
地
位
を
利
用
し
、
：
各
地
-の
市
場
圏
の
価
格
差
を
巧 

み
に
つ
か
み
、
流
通
過
程
に
.

お
い
て
莫
大
な
譲
渡
利
潤
を
得
て
い
た
。
そ
し
て 

こ
れ
ら
商
業
資
本
の
：联
扱
ぅ
商
品
は
東
洋
の
香
料
や
胡
椒
等
の
特
産
物

、
イ
タ 

リ
ヤ
、

ス
ペ
イ
プ
の
ザ
フ
ラ
ン
西
南
ド
イ
ツ
の
麻
、
毛
織
胸
、
北
方
の
魚
、 

木
材
、
'

そ
の
他
各
地
の
塩
、.葡
萄
酒
や
イ
ギ
リ
ス
の
羊
毛
、

プ
ラ
シ
ド
ル
の

か戴
®

毛
織
物
、
南
、
中
ド
イ
ツ
の
銅
、
.

銀
、
.

錫
等
に
一
一
ユ
ル
ン
べ
ル
ダ
の
金
物
と
い
：
 

マ
た
広
範
照
の
も
の
で
あ
っ
ぜ
。
だ
.が
と
の
時
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
農
資
本 

の
独
古
的
地
位
は.I

方
ヤ
東
洋
と
イ
タ
リ>
 

を
結
ぶ
交
為
路
が
ト
ル
：'コ
軍
の
侵 

X

に
ユ
ゥ‘
て
断
た
れ
、
他
方
で
ア
フ
リ
カ
廻
ヶ
の
イ
ン
ド
航
路
の
，発
見
に
始
ま 

る
海
上
®

,

の
時
代
の1

と
共
に\

•

タ
リ
ヤ
と
同
じ
没
落
の
蓮
命
を
.

た
：ど
ら 

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
：：

T

十
六
世
紀
め
資
本
主
義
は
ド
イ
ツ
の
®
民
経
済
の
基 

盤
を
ふ
み
と
え
、
世
界
経
済
の
一
要
因
と
が
ゥ
セ
。

.

そ
れ
は
ド
'イ
ツ
の
国
民
経 

済
と
そ
の
生
産
構
造
を
変
舉
レ
な
か
っ
た
。
：
：
..ド
イ
ク
初
期
資
本
主
義
か
ら 

ド
イ
ツ
自
身
糖
何
の
利
益
も
得
な
か
っ
た
西
欧
の
国
は
な
い
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マ
イ
ヤ
ー
の
指
摘
の
通
り
、
ド
イ
ツ
！
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本
は
自
立
化
し
た
発
展
：を
遂
げ
、

フ
ッ
ガ
I

等
に
み
ち
れ
る
よ
う
に
遂
に
は
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
家
を
中
心
と
す
る
傲 

邦
諸
侯
を
相
手
と
す
る
巨
大
高
利
貸
資
本
に
転
化
し
、
寄
生
化
レ
た
存
在
と
な 

ゥ
て
行
く
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
こ
め
時
代
の
ド
イ
ツ
の
経
済
的
繁
栄
め
あ
だ 

花
的
性
格
が
存
在
か
る
。
こ
れ
は
何
よ
り
も
封
建
反
動
の
勝
利

=
；!
：；

建
的
士
地 

§

体
制
め
強
化
に
示
’さ
れ
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
郵
建
的
生
産
様
式
の
強
周
な 

残
存
に
よ
る
も
の
で
あ
る。
.
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.
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.し
か
し
こ
の
よ
う
な
、卞
イ
ツ
の
国
際
商
業
に
お
け
る
高
い
地
位
'は
ド
イ
ツ
国

内
に
何
等
の
変
化
も
与
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
。
厥
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の

国
際
商
業
の
活
力
は

i

つ
に
は
当
時
の
西
南
ド
イ
ツ
の
古
め
た
地
理
的
有
利
さ

に
依
存
し
て
い
た
が
、
他

方

で

は

こ

の

地

方

め

歴

史

的

条

件

に

も

て

い

た
0 

.ゥ
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摘
す
るT

集
約
的
な
地
方
的i

交
通」

：
め.
.

A
J

り
惠
ま

.

れ
た
平
厳
、
谷
明
、
盆
地
の
海
在
す
る
自
然
条
件
と
共
に
、
と
：，

.

の
，地
方
で
は
一

.

，ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
掘
史
的
意
義

定
の
歴
史
的
発
展
の
結
果
と
し
て
法
会
的
、
地
域
的
分
業
が
或
る
程

i

展
し 

て
い
た
め
で
あ
：

都
互
の
間
で
も

>
1

ュ
ル
ン
べ
ル
グ
の
金
物
と
ア
ゥ
グ 

ス
プ
ル
ダ
めf
:

の
よ
ぅ
な
特
殊
産
業
の
地
域
的i

が
既
に
：あ
ゥ
た
し
、
農 

村
エ
策
の
碰
な
，地
方
で
は
都
市
だ
け
で
は
な
く
、
附
近

1

帯
の
農
村
を
含
め
た 

生
産
地
帯
も
成
ま
て
：い
た
し
っ
欽
山
業
め
隆
盛
と
共
に
新
し
く
欽
山

f

も 

誕
生
し
た
。
こ
の
よ
ぅ
な
地
域
的
、社
会
的
分
業
が
、
遠
隔
地
®

：の
発
展
に
よ 

、
る

遠
隔
地
市
場
.の
拭
大
に
よ
ザ
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
い
う

ま

で
も
な
い。
，
‘中 

世
的
な
註
文
生
産
か
ら$

向
け
め
商
品
生
産
：へ
み
粒
換
が
み
ら
れ
、
'資
本
と 

労
働
の
.関
係
も
様
.々

：，な
形
で
成
立
し
て
来る
よ

ぅ

に
な
る
。
そ
し
て
この
よ
う 

な
国
際
商
業
，の
発
展
に
俾
ぅ
生
産
の
前
進
は
都
市
を
中
心
と
し
た
商
品
..货
赂 

経
済
お
：.一
層
推
進
せ
レ
め
：
.

「

領
主
財
産
の
危
機」

.=

封
建
体
制
の
危
機
を
激
成 

'
せ
し
於
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
元
来
中
世
奮
は
附
近
の
農
村
を
含
め 

'た
局
地
的
市
場
圏
を
持
ちV,「

圧
倒
的
'に
，農
村
的
な
雰
囲
気

」
(

ビr

{
ッ
じ
ャ
I〕 

.で
様
々
の
規
制
を
設
け
て
い
た
と
い
わ
勿
論
か
か
る

&

義
そ
の
も
の
が 

厳
密
に
適
合
し
た
も
の
：，で
は
な
い
だ
ろ
ぅ
が
、
中
世
後
期
に
今
述
べ
た
よ
ぅ
な 

変
化
が
中
世
都
ザ
の
か
か
る1

に
ど
の
よ
う
な
彭
響
を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う 

間
題
を
先
ず
都
市
内
部
の
市

IS?

層
の
f

か
ら
み
て
行
き
た
い
。

ま
ず
ィ
ュ
ヒ
ト
に.従
い
，奮

の

規

模

別-
に
三
つ
に
大
別
し
て
分
析
し
て
，み
よ

う 
0
.
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こ
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し
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市
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当
時
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0

0
の
奮
の
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一
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0
も
お
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た
と
い
わ
れ
農
村
的
な
格
を
多
分
：に
も
ら
.
て
^
5
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四
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五

(

四
七
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紀
ラ
ィ
ン
‘
，
フ
ァ
ル
ッ
市
の
市
民
の
資
産
別1

は
第
一
表
の
遗
り
で
あ
る
。 

即
ち
.六1
%

.に0
^

ぼ

る

：住

民

が
.：

一 .l
o

-
'̂

:

ハa

グ
ル
デ
ン
のH

者
せ
あ 

る
0:
,
;さ
ら
に
ボ
ー
デ
ン
湖
畔
の
プ
レ
ゲ
ン
ッ
市
は
五
.

市
で
あ
る
が
、

\
一
 一 :

こ
と
で
も
五
0

1
 i  0

0
0

.

ボ
ン
、ド
の
も
の
が
全
体
の
七
七
％
:
を
占
め
て
い 

を
。
ま
た一

三
九
四
年
の
ヴ
ュ
ル
チ
‘ム
ベ
ル
グ
の
ロ
ッ
チ
ン
プ
ル
グ
市
の
例
は

-

七
：

0
0

め
人n

の
小
都

.

(

注
；

3)
:

五
：五
七
年
の
：資
産
別
の
‘
®

ぱ
第1

S

に
承
さ
れ
て
い
る
。

表第

29.5?&
61め

3グ0 
7グ。

2 0 グルデン以下 

6 0 グルデン以下 

3 0 0 グルデン以下 

卯0 グルデン以上

第 二 表

19.8?'0

7 7 ? & 

3?&

5 0 ポンド以下 

0 0 0 ポンド以下 

0 0 0 ポシド以上

〈

注 2!)
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ポン 

ポン

2 0
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101

第
三
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

1
0

.

1

1
冗0

0

ポ
ン
ド
お
も
の
は
ニ 

<
,

K

%
で

あ

る

が

、

小

資

産

の

，
一
一

T

1
0

0

ポ
ン
ド
の
も
の
は
三

i
l

•
ニ
％ 

も
お
り
、
こ
の
雨
方
で
六
ニ
 

.
六
％
に
達
す
る
。‘中

部

ド

ィ

ッ

の

^
£
-
小

都

市

十
 

七
.に
つ
い
て
み
る
と
第
四
表
の
遊
り
で
あ
る
。
と
の
内
上
位
三
.つ
の
都
市
を
除 

ぐ

と
1

0
四

八

丄1

七
ニ
入
の
人
口
め
小
都
市
で
あ
る
。
と
れ
ら
：の
都
市
で
は 

い

ず

れ

も

ニ

六0
0

グ
ル
デ
シ
、

I
c

n
i

三
'

0
0

グ
ル
デ
ン
の
も
の
が 

多
く
、
こ
れ
ら
は
各
都
市
で
の
中
産
層
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
都
市
で

'は
市
民
は
手H

業
、
；1
;

と
.共
に
.へ
：屬
業
を
行
ぃ
、
市
場
権
や
宇

H

業
で
僅
か 

.に
村
落
と
区
別
し
得
る
程
庚
の
も
の
が
多
か
ゥ
-た
.。
そ
し
て
ホ
世
後
期
の
新
し 

い
経
济
的
変
化
に
も
殆
ど
ふ
れ
ず
に
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う

。

:

(

ニ r

 

産
業
及
び
S

奮
 

d
ie

 

G
e
w

e
r
b

e
-

T
ln

d

 

H
l

e
l

l

 

.

,f

こ
の
よ
う
な
静
止
的
な
型
の
都
市
が
ら
、
‘よ
り
大
ぎ
な
地
方
的
な
有
力
奮

と
.い
.わ
：.れ
.う
る
も
の
.に
...目

：
を

向

け

て

み

よ

う

？

ま

：ず

フ

'ラ
ン
ク
フ
ル
ト.•.ア
ム
. 

マ..イ
シ
、バ

；一

ゼ
ル
、
：：
チ
チI
,

リ
ン
ゲ
ン
の
ミ
ュI

ル
ハ
ゥ
ゼ
ン
を
あ
げ
よ
う 

(

第
五
、
六
、(

ぱ 

中
世
末
期
の
ア
ラ
シク
フ
ル
ト
の
人
口
は
約

1

0

0

0
 

0

だ
が
、
，

I

四
九
五
年
の
資
産
別1

を
み
る
と
、f

i
d

フ
ロ
ー
リ
ン
以
下
の 

も
の
が
®

五
：.
七
％
で
下
層
市
民
の
増
大
が
目
立
ち
、
一
一

O
I

T
O

O

フ
ロ 
I 

リ
ン
.の
ま
産
の
も
の
が
ニ
六.
<
%

、
そ
の
上
の
層
が
ニ0

ニ 
ー％
と
な
ゥ
て 

い
：る
。：‘バ
ー
ゼ
：ル
ポ
で
は
十
五
世
紀

A
O

O
O

I

一
 

ニ
0

0

0
の
人
口
で
ぁ
ゥ 

た
が
四
四
六
年
I

七
六
年
の
資
産
別
構
成
を
み
る
と
、
最
下
層
の
ニ
i
p
フ
ロ 

1

リ
ン
以
下
の
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九
六.五
％
と
な
る
。
な
お
こ
の
表
の
他
の
年
度 

:(
1

::四
七

：ー

じ
|
^
1|
^
^年
に
到
る
^
^
^

九

(
S

七
九)

ィ
ツ
農
民
戦
争
：の
歴
史
：的
意
：義



第 十 二 表

m  産 総A  ロ 手工業者

。み
10 .つ:ロ.，一 リ，.，ン以下， 25.6 19.0

1 5 0 フロ'-リン以下 44.0 52；3

2 0 0 0 フローリン以下： 25.4 27.7

2 0 0 0 フロ一 リン以上 . 5.0 1.0

第 十 三 表

資 産 総人口 手:!:業者

. め <>h
2 0 プロ一 リン以下 45,7 32.7

；L 0 0フローリン以下 26.8 32.6

.2 0 0 'スロ'一 リ’ン以下' 8.2 12.5

1 0 0 0 フロー リン以下 12.0 19.2

5 0 0 0 フロー リン以下 4,5 2.8

5 0 0 0 フローリン以上 2.8 0.2

第 十 表

A
商 業 交 通 306 12.90

原 始 産 業 5§3 23.33

手 ェ 業 1319 55.60

知 的 職 業 54 2.27

公 職 86 3.62

そ の 他 54 2.28

終 計 2372 100

: :1 第ナ 一表

A タら
手 '.リエ....... 業 1050 58.3

M 始 産 業 330 18,3

商業交通旅⑥業 230 12.8

公 的 職 業 60 3.3

不定の 賞 労 者 60 3.3

自 由 職 業 30 1.7

無 職 30 1.7

音楽師 その他 10 0.6

合 針 1800 . 100

i

も
の
もI  
一
 0

%

に
の
ぼ
？
て
：

S

る
こ
.
と，

は
、
と
れ
ら
手H

業
者
が
必
ず
し
も 

全
て
裕
福
で
な
く
、
平
等

均
.： i

:

な
階
層
で
な
く
な
マ
て
い
るC
と
を一

!̂

し
て
い

0 

S
.
A
9

内
鉱
山
で
働
く
者‘一
ニ
0

0

0
で
あ
っ
た
し
、
テ*̂ 
ロ
ル
の
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ 

,
, 

-
 

i
v 

タ
ィ
ン
鉱3

で
は
.

1

笠
一
四
年七

！
！

六
0
A

め
坑
夫
が
い
た
と
：い
わ
れ
る
。
途.

っ
ズ
こ
れ
ら
の
：靈

お

、い
て
も
無
産
の
労
働
者
が
圧
倒
的
に
多
か
：

'
?
た
ご
.と

が
推
定
さ
れ
よ
ぅ
。

さ
て(

.ニ)
(

三)
の
肖
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
以
上
の
よ
ぅ
な
変
化
に
つ
.い
て

.よ
：り
.具
体
的
に
.み
て
み
よ
ぅ
。
；：.こ
め
当
時
こ
れ
ら'め
.都
市
こ
..と
，.に
.

(.11)

に
属
す

..... 
.
.
.
.
.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
-

バ.
 

...

•る
^l

E

て
は
ど
の
，..よ
う
な
職
業
に
，市
民
ダ
従
事
し.て
い
た
，.た
ろ
：う
力
。..エ
-ル
フ
.，
 

.ル
ト
.市
の
十
六
世
紀
初.の
市
民一
一.三
七
一
一
人
の
職
業
別
の
統
計
を
み
る
と
第
千
..

•
 

: 

-  V
(

注sn-

，表
の
通
り
と
な
り
、
手
工®
^

が
五
，五.
.
.六
％
を
占
め
て
い
る
と
と
が
判

>
c

T
J
:

.-

,
 

.
 

, 

.

四
四
0

年
の
フ
ラ
乂
ク
フ
ル
ト.
ア
ム
.
マ
ィ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
の
.こ
と
が
：い 

え
る(

第
十 
一(

i
f
.

こ
こ
で
は
自
立
の
五
八

* 

ニ1%

が
手
工
業
に
従
事 

し
て
い
る
。.
な
お
前
者
で
は
二
三.
.三

％

、

後

者

で

，
ほ

：

一：，<
.

ニ1%
-

-̂
.

ほ
：.ぼ

同

じ 

率
の
も
の
が
、
農
業
、.菜
園
、：：
葡
萄
園
、
换
檢
等
に
従®

し
て
い
る
。
商
人
は 

雨
方
と
も
約r

u

久

に

し

當

ら

：な
い
。
.、
そ
こ
で
と
め
よ}
な
都
市
で
半
数
を
：
 

占
め
る
手
工W

?

に
つ
い
て
冲
世
後
期
の.変
化
を
み
て
行
こ
と
に
よ
デ
市
民
：
 

層
の
変
化
を
み
て
行
き
た
い
。
ニ
四

r

一
九
年
め
バ
ー

ゼ
ル
に
お
け
る
手
：

H
U

?
 

の
資
産
別
の
震
を
全
人
ロ
の
そ
れ
と
対
比
し
て
み
よ
を

(

第
ナIT

表)

。
全 

人

口

と

比

べ

手

工
は，1

o

l

r

H

O

フ
ロ
I

リ

シ

で

八
-
三
％
、一

五
.
 

O

I

ニ0
0

0

フ

ロ

-

リ

ン

の

も

の

が

ニ

 

.
三
％
多
ぐ
、
一

f
o

Q
O

.

フ
ロ
：I
リ 

ン
以
上
が
四
％
、0

11
0

ブ
ロ 

-

リ

ン

が

ポ
.
六
％
少
な
い
。
律

？
て
全 

人
口
と
の
ガ
比
で
い
ぅ
な
ら
ぱ
中
間
層
に
や
や
集
中
じ
て
い
ニ
る
と
い
え

ど：
ヶ
oi
 

し
か
し
小
資
産
の
も
の
が
全
体
の
五
ニ
％
:を
古
め
、
最
下
層
の
市
民
に
.属
す
る

る
®

フ
ラ
ン
ク
フ
ル

•
ア
ム 

;

i

)

を
み
，て
み
よ

う(

第
.十
三
表)

。
'

:

こ
と
で
も

マ
ィ
シ
f
cつ
い
て
5

九

五

年

の

，
同

様

め

表

：

バ
y

ゼ
；ル
同
様
に
：手
工
：
1

が
<
^

人
口
と
比
べ
☆

お
中
間
層
に
集
ホ
す
るM

が
み
.

^

る
。
即
ち
.1;

0

0

JIV

P

O

Q

フ
.P -

リ
ン
の
も
の
系

11
H
/
:

，

と
：

1
0
%

も
上
廻
マ
ズ
い
る
が
し-

か
し
こ 0

1
1

0
:
0

フ
ロ 

r:
リ
ン
は
五
.：

八

の

方

が

多

く

、
：
.
最

層
は
全
体
よ
り
ほ1
‘三
％
:ほ

ど

少

な

く

ほ

あ

る

ニ

ニ

4

•
七
％

で
；小
資
産
層
と
：

富

す

れ

ぱ

手

工

休

の

六

五

：
：二

1
%

と

な

り

、

生

，活

嚴

度

'か
ら
い
？
て

，
余

ン

，恵

ま

れ

；
な

い

，

‘手
工
！
！̂

が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
ゃ
#

タ
艾
中
世

後
期
の
中
位
以
上
：の
都
市
に
：お
け
る

*fl

市
民
層
のP

と
下
層
市
民
の

1UK.

の
®

:

に
は
ン
し
れ
ら
手

H

業
者
間
の
社
会
的
分
化
が
天
き
影
響
を与

え

：：
て
：

い
：

る
.

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
テ
ク
グ
：ス
オ
：ル
：グ
市
に
お
；い
て

i

の

手

が

ゴ
.

七0
0

人
も
存
在
し
、..中

直

層

が

極

め

一

た

少

な

か

.'ゥ

.た
こ
.と
も>

0..

ゆ
.

お

，示

じ
て
い
る
。
と
の
よ
う
：な
市
民
め
：主
要
部
分
を
占
め
る
手
工
業
者
間
の
社
会
的

.分
化
を
手H

®

の
共
同
紙
織
で
あ
る
ッ
ン
フ
ト
に
つ
い
す
み
セ
：み
：

4

ラ
。
ま

ず

ッ

ン

K

ト
の
主
.
要

な
M

員
で
あ
る
鋭
方

IM
e

is
t
e

r
.

.に
つ
い
.て
み
て
み
よ

う
ざ
れ
に
つ
い
て
釋
エ
；
ル.フ
ル
ト
に
つ
い
て
よ
い
例
が
あ
る
。
即
ち
同
じ
ッ
ン

フ
ト
内
の
i

な

親

方

と

平

均

，の

資

産

の

も

の

を

比

，：ベ
：

W

み
を
とX

ン
焼
業
者
：

で
は
！̂

均
ニ
 C

>

一：
ぐ
ん
デ
ン
に
対
じ.s
f
e
l
n

め

ボ

デ

ン

：
、
パ
仕

#i

は

九

八

グ

ル
デ
ン
に
对
しIK

S

セ
グ
ル
デ
シ
、
織
物
業
セ
：
^
セ

六

ダ

：
ル

デ

ン

.に
対
し
A

九
六
グ
ル
デ
ン
、
染
物
榮
で
は
 

一
一I

グ
ル
デ
ン
に
対
し
一

0

三
九
グ
ル
デ
ン 

.- 

.
i)

.

と
い
マ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た

手
工

®
!
?

の
中
に
は
部S：:

に
よ
っ
て
遠

陽
地
1

のと共に自ら

f

的
i

を
行
い
、
フ
ッ
サ
：-
の
よ
化
ち
富 

>

イ
ツ
農
民
戦
争
の
摩
史
的
意
義

'
:r

を
蓄
積
し
同
じ
ッ
シ
フ
：ト
：の
他
め
親
方
に
対
し
前
貸
を
行
う
者
す
ら
出
て
来
て 

る
0

;
 

れ
は
西
南
ド\

•
ゾ：

の
織
物
業
に
お
：い
て
最
特
徴
的
が
事
実
で
あ
ゥ 

た
：が
、
ニ.
ュ
ル
ン
べ
ル
ダ
の
金
物
業
等
に
お
い
て
も
み
ら
^
^
。
ま
た
織
物
業
に 

お
‘

：̂
て
もS

'

ッ.
ガ
，1

の
よ
う
な
織B

自
身
だ
け
で
な
く
十
：五
世
紙
前
半
'

の
コ
ン
. 

ス

タ

ン

ポ

ッ

ど

：か

化
.

！

が
：最
終
：エ
舞
を
自
ら
'受
け
持 

ち
、
商
人

的
活
動
を
す
る
例
も
み
ら

£
5
。

.

し
か
し
こ
の
よ
ろ
な
富
裕
.な
親
方 

の
存
在
と
共
：

M
、
：

同
じ
タ
お
フ：

ト
み
親
方
め
中
で
も
病
気
、
死
亡
、
競
争
等
で
生 

計
に
苦
し
み
、
没
落
す
る
者
も
多
か
.

ゥ

〈

た
。
例
え
ば
ア
ゥ
ダ.
ス
プ
‘ル
ダ
で
は
職 

乂
も
傭
わ
ず
、
機
械.

自
ら
労
働
す
る
織
物
養
の
小
親
方
が
多
く
、

一

 

四
、
 

七0

年
に
年
ニ0

フ
ロ 
I

リ
ン
稼
ぐ >

1

ュ.
ル
ン
べ
ル
ダ
の
大
工

w
*
<

よ
り
も
稼

.

.

.

.

 

.

.

.

.

 

(

注
§?.ツ

ぎ
が
よ
く
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
十
六
世
紀
に
同
市
で
は
し
ば
し
ば
織 

物
業
め
；親
方
よ
，職
人
に
：つ

：；

い
：
彼
等
の
す
る
借
金
の
為
の
処
置
を
市
i

 

が
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
て
い
る
？，
こ
の
よ
う
な
小
親
方
を
先
に
の
ベ
た
同 

職
の
富
裕
な
雜
方
を
は
じ
：め
資
本
を
蓄
積
し
た
企
業
家
が
原
材
料
の
供
給
等
を 

:

通
じ
て
：自
己
め
醋
下
に
お
き、}
 

来
高
私
い
の
：事
実
上
：の
賃
労
働
者
化
し
て 

行
く
例
は
こ‘
の
時
代
に
よ
く
あ
ゥ
た
こ'

で
あ
る
。
例
え
ぱ
ア
ク
，グ
ス
プ
ル
グ

の
ア
ン
ト
シ
，
ハ
.

ク
グ
、.
.

ハ
ン
ス
.

ラ
ン
.

ゲ
ナ
ク
ア一

、.

-

ゥ
ル
リ
-

ッ
t

ン

グ
等
を
組
織
，レ
て
：い
たi
:

は
ゥ
ル
：ム
、
ビ
べ
ラ
ッ
ハ
市
の.織H

を
は
じ
め
ア
.
 

■:タ

グ

：
ス
：
フ

ル

グ

市

内

の

親

.1
1:̂
^も̂

.自
己
の
前
貸
体
制
の
中
に
組
み
入
れ
て
い 

る

ゾ

四

九
<
1

デW
r

一
六
年
期
に
ル
資
産
の
も
の
：が
減
少
し
、
無
産
の 

も

の

が

；増

大

し

K
い
， .

る
#
実
こ
の
よ
ぅ
な
自
立
手
の
没
落
を
示
し
て 

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
バI

ゼ
ル
市
の
先
に
あ
げ
た
数
字

(

第
六
：表X

に
つ
，

(

四 <

 

一)



平均

1528
1529 ,
1530
1531
1532 
1533.
1534
1535
1536 

,1537
1538
1539
1540

第 十

1489 54
1490 88

1494 10
1495 54
1496 85
1497 87
1498 80
1499 35
1500 106
1501 42
.1502 63

1519
64.00
79

1521
1522

34
60

平均
1541
1542
1543
1544
1545
1546
1547

35.85
188

77
80
47.
81
73
65 .

29
11
78
74

ft?***

1524
1525
1526
1527

:
^
^て
：*
•
1

0
ブ
>
巧
|
:
タ
ン
わ
1
1

層̂

ゆ

市

民

日

傳

い

、：；
'職
人
と
共
：
 

に
、；：： f

E

ら
め
手
労
働
で■

手
：

H

業
：の
；親
方
が
；

11̂

在
-
.
^
ね

ハ
：：

ゲ
ル
；ダ 

人
と
並
m

貧

し

：
い

親

方

が

：
、
：
一
：
季

節

的

な

撒

萄

酒

賈

占

人

：

-̂
な

：
マ

て

傭

わ

れ

,
.
I
V 

、

て
い
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
親
方
層
の
社
会
的
分
化
と
共
に
，ッ
ン
フ
ト
を
中
心
と
し 

た
®

的
な
生
産
組
織
は
：

1
:

方
で
家
父
長
的
関
係
ぶ
；

V

ず
1

的
I

関
係
に
、
 

:

変
え
ら
れ
：て
：行
く
ど
肩
時
：

他
方
；で

m

来
の
#

肖

持

：
化

為

ッ

：
ン

r
v

ト
を
同
. 

定
化
.ム

、

閉i

に

じf

ど
職
人
、
徒
栽
化i

:

に

別

が

ぜ

来

を
 

.に

到

っ

た

。
：
：
ッ

ダ

：
フ

>
 
は
親
方
を
中
心
；と
し
た
中
間
層
の
維
持
i

か
ら
、：：親 

ネ

I

入

に

：

0
.

い

て

の

生

産

量
、；：：

そ

め質
"
：

原
料
ハ
：败

売

等

畫

定

え

'るパ 

と
典
に
；̂
親
方
の
人
数
れ1

益

方

に

：
な

る

に

づ

い

て

め

ま

得

を

街

酷

：に

ず
 

る
等
の
甲
段
が
こ
の
時
期
に
：は
：二
般
化
す
雙
、例
え
！

^
親
方
に
な
る
為
に
は
一. 

定
地
域
で
長
期
に
勤
務
し
な
ぐ
て
：は
な
ら
ぬ
.と
：か
、
，

1
:

定
.の
.

—

：や

親

方

作

品

： 

が
前
提
と
な
っ
て
く
る
。

ク
ン
フ
ト.加
入
金
も
要
求
ざ
れ
、

エ
ル
フ
ル
ト
で 

，.は
、‘外
来
の
：親
方
は
三
グ
ル
デ
ン
、：
地
元
職
人
か
ら
親
方
に
；な
：る
も
の
は
そ
め 

半

額

が

與

定

め

加

入

，金

：
で

あ

？

5

て

従

っ

て

識

人

層

か

ら

親

方

に

，
上

2$；

す

.る

者

は
僅
か
で
あ
？
て
、.

一
:四

<
4

九
A

年
ェ
.
.，
ル

フ

ル

，
ト
：，

.

.，で',

.は

大

：ェ

の
.

ツ

シ

フ

.
ト

0

人
が
親

.で
九0

*
<

あ
職
人
が
採
用.さ
れ
.た
が
、.
こ
の
十
七
年
間
に
た.
つ
.た 

，
方

に

な

：
ゥ

た

。
：
か

く

し

て

職

人

層

は

十

五

、

六

世

紀

：
に

は

自

己

の

，
組

織

で

あ

る

.
 

職
人
組
合G

e
s

e
U

e
n

v
e

r
b

S
n

d
e

.
を
結
腐
し
、
祭
日
の
確
傲
、
労
働
時
間
、

.
 

.貴
金
，
自
®

に
う
き
し
ぱ
し
ば
親
方層
と
紛
争
を
起
す
に
到
ゥ
て
い
へ

s
fo
〉

こ

と
に
賃
金
は
前
に
迷
べ
た
前
資
制
度
の
成
立
と
も
相
ま
ゥ

.て

：、

出

来

高

私

制

度

. 

• 

: 

• 

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

と
な
る
と
と
ろ
が
多
く
、
.
シ
ャ
ン
ツ
の
計
算
で
は
十
五
世
紀
に
職
人
が

1

シ
エ
.

.キ：：
：；.，.

：/
、
' 

%

 

:

さ
 

r
i
s

.ル 
ニ
，

)

ン 

ゾ
タ
ェ
ル
の
穀
物
を
稼
ぐ
の
に
三

I
E

I

日
半
で
あ
っ
た.の
が
、
十
六
世
紀
に
は 

A
I

ナ
ポt

n

を

必

要

と

，す

：
る

ょ

う

.に
な
'ゥ
た
。.'か.V

し
て
こ
の
時
期
に
は
職
人 

:

層
め
载
方
層
'へ
：
め

反

灘

烹

ゃ
：：

厲

.1
^

会

め.

®

等
で
ク
シ
7

ト
れ
と
れ 

に

対

抗

：じ

、
更

に

、

.は
各
蒸
鳳
の
同
盟
じ
て
対
策
を
練
っ
て
：い
る
。ま
た
：
 

徒
弟
の
'修
業
時
代
も
自
然
長
び
ま
ニI

四
年
か
ら
長
い.と
六
年
も
か
か
り
、
そ. 

ン
一
の
お
遍
歴
を
ず
る
と
；
：
と

も

：
ン

の

特

期

の

.主

要

な

§
4

い

え

律W

一
 

四<

九
.

.
T-

一
 

.五
お
九
年.あ
.

，で
め.
タ
シ
：ス
タ
ン
，

.

ッ
市
.

ベ
、転.
入
.

し
.

た
も
め
の
数
を1|
^
す
と
第 

§

)

.

十

四

表

と

な

Ĵ
。

と

れ
ら
の

大

半

は

職

人

で

あ

ウ

.

た
。J

N

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

.
ア 

ガ
マ
：；イ
义
ザ
ほ

M

四
：
 

一

i
i
t
r

年
め
五
：
Q

a

:

入
©

新
-

^

-

市

民U

登
録
さ
れ
た
も 

の
の
内
に
は
ツ
ン
フ
ト
の
手
工

®

?

、.
職

人
等
下
層
の
i

め

も

の

が

多

か

：っ 

パ
た
。
：
‘

ま
た
同
市
め'転

入

職

人

凰
の
岀
身
地
を
第
十
五
，表
：に
示
せ
ば
、

：

近

い

都

市 

:

か
あ
の-
,

の
が
：身

いこ
と

；̂
、窗

だ

が

、
相
当
遠
距
離
が
：ら
も
相
互
に

移
動
し 

て
い
る
；
こ
ど

が

判

る9
こ
と
：に
テ
イ
ン
上
流
め
i

ド
イ
义
め‘
‘

r

帯
の
：靈

市

、

.

コ
ン
ス
タ
ン.
ッ
、
，
シ

ャ

プ

フ

ハ

ウ

ゼ

ン

、

バ
I

ゼ
ル
、
.
コ
ル
：マ
I

ル
、

フ
ラ
イ 

.

プ

ル

グ

、

シ
ユ
ト.
ラ

ス

プ

ル

グ

、

フ
ラ

ン

ク

フ

ル

ト

、

ア
イ
シ
ツ
、

シ
ユ
パ
イ

エ
.

ル
、
ケ
ル
ン
、

ト

リI

ル

等

が

職

人

の

遍

歴

の

ホ

心

地

域

と

な

ウ

て

一

こ 

の
.
ょ

ぅ

な

職

人

層

と

並

が

、
：
中

世

後

期
§

内

に

お

い

て

下

層

の

市

民

を1

, 

し

て

い

た

も

め.
に
、

不
i

労

働

者

の

大

群

が

あ

る

。
彼

等

は

一

部

は

手

工

業 

め

躲

方

の

下

に

、
.

j

部

は

全

く

ッ

シ

フ

ト

嫁

制

に

傷

さ

か

：い

諧

企

業

(

.と
と
に 

織

物

業

等

で

：の
家
内

>
1

業

)

.
/
で
.
>
 

H

、部

は

讓

当

局

の

公

務

に

、.
一
，部

は

附 

近

の

農

村

で

の.
日
.
傭

い

：
に

従

事
.

し

て

い

た

。
，
こ

の

中

に

は

相

当

の

鋪

人

労

働

力 

.

，も

存

在

し

て

，い

た

タ

，
こ
：
れ

ら

，の

ツ

.：
ン

フ

ト

，
鹿

制

の

外

に

立

つ

下

層

市

民

の

多

く

部
外
市
に
定
住
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は

g
t
o
%

が
®

全
に
無
藤
の
も
の
で- 

あ
り
、
 

<

0

フ
ロ 
I

リ
ツ
以
上
の
者
は
僅
が
 E

I

 

分
の1

 

に
過
ぎ
な
い
？
こ
れ
に 

対
し
市
内
で
は
：無
産
の
者
は
，十
分
の
一
で
あ
ゥ
ま
た
先
に
あ
げ
た
一
四
三 

一
一
年
の
フ
ラ
ンク

フ
ル
ト
の
新
市
民
の.中
に
は
親
方
、
職
人
と
並
び
ゥ
、
日
银
等 

が
居
り
、
そ
の
内<

人
は
は
っ
き
.り

とar
m

，ふ
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ー
マ 

.

1

.に
よ
れ
ば.
奮

当

局

も

、
市
民
大
衆
も
、
こ
の
よ
ぅ
な
デ
ン
フ
ト
外
の
下
層 

市
民
を
合
めV

大

衆g
e
m
e
y
n
d
e

と
し
て
把
握
し
て
い
を。
、
.I

五 
一，一
！

pj

年
の 

こ
の
都
市
で
の
蜂
起
の
時
に
も
こ
の
，よ
ぅ
な
大

#

か
問
題
と
な
，？
て
い
る
。
こ 

こ
で
は
十
五
藍
の
末
に
は
新
入
市
民
の
中
に
乞
食
さ
、厂
み
ら
れ
る
。

.

ま
だ
コ
：
 

ン
ス
タ
シ
ッ
市
の
先
に
あ
げ
た
表
，に
つ
い
て
も

.

シ
ャ
シ
：ッ
親
方
、

.

：職
人
と
.並 

び
、
，：家
内
労
働
者
、
酒
屋
、
病
院
等
で
め
僕
婢
の
名
も
あ
る
と
指
摘
も
て
い
る
。 

こ
れ
ら
下
層
市
民
、
新
入
市
民
の
中
に
農
村
か
ら
流
入
し
た
者
も
あ
っ
た
。

m 表
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ゼ
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.
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5

3 

1
.
1
1

、
：ゆ
上
渡
べ
た
よ
ぅ̂
1电
世
後
斯
に
我
々
の
問̂

す
る
都
^
e
に
お
い
，て
は
一
 

.般
的
に
中
産
市
民
層
の
減
少
と
下
層
市
民
層
の
広
範
な
形
成
が
み
ら
れ
た
。
ま 

た
市
民
の
内
の
多
数
が
従
事
し
て
い
る
手
工
秦
を
中
心
に
み
れ
ば
、

一
部
親
方 

-
.の
.上
！̂
、-
他
：の
親
方
の
資
困
化
、
親
方
層
と
職
人
層
の
断
層
、
さ
ち
に
そ
の
ょ
ぅ 

:

な
ッ
シ
プ
ドI：

の
変
低
と
相
ま.つ
て
資
ギ
労
働
関
係
の

1

歩

前

進

的

な

,

態

で 

あ
る
問
摩
制
前
貸
体
制
が
導
入
さ
れ
、
こ
の
体
制
が
さ
ら
に
ッ
ン
：フ
ト
外
の
下 

醫
市
民
を
'も
自
已
め
支
配
下
に
組
み
入
れ
て
行
く
こ
と
を
み
た
。
そ
し
て
広
範 

層
市
民
の
内
に
：は
種
々
雑
多
な
要
素
が
混
在
し
、
そ
め
最
下
層
が
.ル
ン
プ 

ロ
化
レ
乞

食

パ

浮

浪人

な

，？
て
い
，た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
下
層
市
民
や 

中
産
市
民
の
と
に4

部
富
裕
な
大
地
主
、
大
商
人
、大
手H

I

等
のS

：

閥
が
形 

ほ
ざ
.れ
>
,

が
市
#

事
会
♦

都1
0

^

局
を
支
酸
じ
て
い
た
わ
け
で
、あ
る
。
勿 

.論
ッ
.
.ン
フ
ト
か
ら
の
代
表
も
市
參
事
会
に
は
出
席
し
え
た
処
.も
あ
つ
た
が
、

こ

33平 均 42.3：
1566 20、
1567 27
1568 14
1569 13
1570 26 
1 5 7 1 1 5
1572 11
1573 . 11
1574 11
1675 11
1576 15
1577 12
1578 24
1579 24

平 均 16.71 
総 平 均 48.66 
グループ毎の合H： 

704
465
466 
904 
267 
239 
127 
234

綠 計 3406

ッ
農
民
：戦
争.の
：雁
史
的
意
義
：
.
ニ
.
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ニ
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地 方 名 1440 1387

プ ロ シ ヶ 王 国 374
0/0

44.2
<?6

51.5
へ y セ ン 大 侯 国 340 40.2 39.9
バ 'f チ.ノレ ..ン ま 国 80 9.5 4.2
ヴテ ル テ ム ベ ル グ 王 国 11 1.3 0.4
バ - デ':ン 大 侯 国 10 1,2 0,8

ザク 

-ゲン

セ ン 、 チ ュ ー リ ン
■ , V ■ 8 0.9 0.6

ェ .ノレ ザ レ 等 8 0.9 0.2
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：
.
.例

え

ぱ

：

.エ

.
ル

十
.
.
..名

.'
 

.

.国

国
.'.
.国
.
国
.国
.
，
ン.
.，.
.
.
.
等
".
.
.ポ
.
.ア：

ド
.：
ス
ノ
；
.：.
フ

ル

ト

；
で

は

，
.

:

第

，
て

Hi:

侯
王
；

M侯
：T
、
々
.
一
ン
ド
リ
-
ぞ

：.
：：

年

々

；

f

一 

人

；

ャ

ー

大

ン.ぜ
：
大

；
i

一
 

.
ま
：：

ラ
：：

：
.

のM

を送
：：

.

.方

シ

、
ン

，
ル
.
ム
ン
ツ
一
^
^
^
^
^
^
^
^

』

.ト

ー

ィ.，

ゥ

-
て

ぃ

た

.

ン.：
：

：
\
:
:

，い

が

；

P
:
:
:

さ

^̂

.

O

S

の
み
選
出
さ
れ
て
ぃ%

主
権
が
衆
退
レ>
 

政
治
的
分
裂
状
態
に
あ

C
V

た
中
化
. 

後
期
.

の
'

ド'
r

ツ
で
は
、
有
力
都
市
は
自
ら
も
所
領
を
持
ち
、
附
近
の
後
民
を
支 

配
し
す
い
た
：し
、
：更
に
事
会
員
に
な
る
よ
チ
な
有
ガ
市
民
は
自
ら
も
ま
た 

大
土
地
所
有
者
で
あ
る>」

'

と
も̂
^

か
つ
た
0

.

例
え
ば
フ
ラ
シ.
ク
フ
ル
ト
を
例
に.
，
‘ 

と
る
と
ボ
ル
ン
；ハ
.

イ
ム
.

の
.

十
九
，力
村
を
は
じ
め
、
ザ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
、
：
ボ
ナ
，
.メ

ス
、
ォ
I

ベール̂

ド
等
十
二

力
所

の

霖

が

あ

か

、領

邦

高

権

を

都

畫

局

が
'
 

行f

し
て
い
た
。
ま
た.io

m
I

T
:

四0

六

年

の

こ
：：

の

の

収

入

：
を

み

れ

.
： 

ぱ
、
農
民
か
ら
の
黄
粗
が
僅
か
：で
ほ
あ
る
が

一 :

二

し

冗

％

存

在

レ

て

,

^

，や

ま

を
 

jB

参
事
会
を
頂
点
と
し
だ
激
市
当
盾
ば
、

内
，に
お
，い
て
も
裁
判
高
體
を
は

.

一
：
-

V 

:

ン 

二
-一
四' 

.
S 

A 

S
:
'

) 
：
 

•

じ
め
行
政
権
、
警
察
権
等
；
握
り
、
强
闺
な
支
配
体
制
を
持
っ
て

j
；

は
かW
し

か 

.

も

そ

ね

的

基

盤

は

ヌ

ニ

ス

ン

ク

フ
.ル
：r
rの
例
で
も
判
ろよ
ぅ

に

、

主
に
消
貴 

:

积

(

三
A
 
:
.
:A
%)

、：
 

通
開
係
の
禅(

ニ

三

，
ニ

ー

資

産

鋭

ハ

ユ

ダ
 

ヤ

人

保

護

税

：

〈

ニ
.

11:  

r
八
：
冬
一
一
に
後

jit：

じ
て
い
^

も
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
ぅ
。
従
っ
そ
農
民
戦
争
め
際
の
市
民
の
要
求
に
は
必 

.
ず
と
い
っ
て
い
い
睦
、.税

金(

こ
と
.：に
間
接
税)

：に
つ
い
て
の
不
満
が
、
都
市 

の

民

主

化

の

，
要

象

と

相

ま

ゥ

て

，
提

出

さ

れ

て

い

る

。

な

お

中

世

後

期

に

お
 

いH

こ
の
は
，う
な
都
市
当
局
の
官
僚
：
制
に
相
当
の
腐
敗
が
起
り
、
ビ
ュ

：

ッ
ヒ 

ャ-

の
指
摘
す
る
よ
ぅ
に
':.市
民
の
凡
て
の
騒
擾
は
こ
の
腐
敗
に
対
す
る
攻
撃 

'
と
結
び
つ
い
て.い
.

i
i
o

ま
.た
こ
の
都
市
当
局
を
中
心
と
す
るf

上
雇
部
が
、 

教
会
勢
力
の
上
層
部
と
結
び
つ
い
い
た
こ
と
か
、
市
民
*

K

衆
のP

4
B

上
層
部 

:

ど
め
対
立
.を
同
時
に
教
会
の
旧
来
の
体
制
へ
め
：攻
擊
に
も
し
た
の
で
あ
る
。

.
で
.ほ

農

民

戦

争

の

際

の

都

！

嚴

の

，要

東

は

，
.ブ
，術

、ど
の
よ
ぅ
な
も
の
だ..っ
.た 

，
か？
.
.

ま

ず

こ.の

地

方；
^
 ̂

?て

め

大

都#

ァ

ク

グ

：
ス
：
プ

ル

グ

で

.はf

五
ニ
四

年

八

月
 

六

日

に

：
仕

立

業

A
J

織

物
®

め

十

き

ッ

ン

；
ス

ト

が

中

心

に

.

I

三
G

Q
I 

一
 
<
0 

0

人
舞
の
ポ
民
が
武
装
は.
U
な
い
.か
、
公
然
と
市
参
事
会
に
对
し

I

震

を

行

い
>
: 

福
音
派
の
牧
師
の
：追
豫
に
反
对
し
た
。
彼
等
は
十
二
、
二
人
の
代
表
を
達
出
し
、 

,沛

参

審

会

と

あ

渉

せ
し

め

：、

:

十ニ
；；

ヵ
条
の
黎
求
を
提
出
し
で
お

W

そ
こ
に
は 

市
参
事
会
：に
：対
ホ
る
諸
要
求
，

(

市
参
事
会
は
今
後
：市
民
太
衆
の
同
意
な
く
し
て 

何
等
.の
'
:
趣

置

も

取

れ

お

ぐ

 
>
 間

接

税

の

.
摩

止

 

> 古
い
度
量
街
の
回
復

)

と
並
び
、 

僧

職

诸

に他
：の
市
满
同
職
の負
組
の
義

務

を要

木

し

、
：
：
：
彼

等

の

所

有

地

の

也

代

の

軽

減

を

し

て

い

る

。
さ
ら
に
.注
目
す
べ
き
要
求
は

r
v

ッ
ガ
I

の
よ
ぅ
な
一 

ガ
商
事
会
社
の.禁
也
を
要
求
し
て
い
る
。
フ
ッ
ガI
は
こ
の
数
し
い
攻
撃
に
隱
：

. 

i

w 

,, 

• 

.. 

. 

-

き
、•ビ
ベ
ラ
ッ

ハ
サ
へ
逃
亡
し
た
。.
ま
た
不
当
に
速
捕
ざ
れ
て
い
る
市
民
：の
釈 

放
を
要
求
し
てい
る
。：
.こ
の
年
の
：九

月J

 

±
1

に
市
参
事
会
はg

か
：に
二
人
の
織 

エ

w
e

b
e

r

を
颇
賞
し
た
。
こ
の
一
一
人は
市
民
峰
猎
の
際
、.
：#
:
参
事
会
ぺ
の
攻

： 

撃
を
指
導
し
た
と
い
わ
れS
6 

I

五一 .1

五

年

の

襄

民

戦

争

：
の

際

に

は

こ
の
大
都
：
 

，市
で
は
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
たが>
:
富
裕
な
市
民
は
市
民大
来
の
敵
鼠
を 

勘

れ

-
^
市

内

か

ら

姿

を

消

し

威

参
事
会
は
資
民
へ
の
慈
善
に
つい
て
の
布
告
を 

出
し
渡
策
を
立
て
て

i

が

〉
：

-
.''(一

1
)

の
型
に
属
す
る
バf
ゼ
ル
市
で
は1

五r
l

五
年
四
月U

1
0

日
に
市
近
辺/ 

の
農
民
が
集
り
、M

月
三
日
に
は
市
へ
向
い
、
ネ
ン
フ
ト
の
努
を
予
め
懇

f
i
.  

し
て
い
る
。
都
市
内
で-

.
^1-

1

、
葡
萄
園
や
菜
園
に
働
<
人
か
市
民
の
間 

に
農
民
の
動
き
に
同
調
し
、
市
参
事
会
の
専
制
.，へ
の
！
^

や
、
：最
も
資
し
く
最 

も
福
音
的
で
あ
ゥ
た
織
工
のグ
ン
.フ
ト
の
修
道
院
へ
の
攻
撃

(

修
道
院
は
手
工 

業
生
産
を
行
い
、

ッ
シ
フ
ト
と
談
争
隙
係
に
あ
/
?
た)

等
が
叫
ば
.
^

ゲ，
/

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
.

.

ア
ふ.

マ
イ
ン
ザ
は>
 

織
工
、
小
売
商
人
、
鉄
製
品
関 

係
の
労
働
者
そ
の
他
ッ
シ
フ
ト
に

IE

す
る
も
の
も
、
属
さ
な
い
も
の
も
参
如
し 

市
參
事
会
に
対
し
ハ
六

0

人

の

代

表(

そ
の
内S

I
G

人
は
ク
シ
フ
ト
関
係
めも 

の
で

一
ツ
シ
.
フ
.ト

‘一
r

人

ず

つ

.
出

し
た

と

わ

れ

る)

を
出
し
次
め
よ
ぅ
な
諸
要 

-求
を
四
ニ
ヵ
条
に.お
と
め
て
い
る
。
教
会
関
係
の
要
求
は

1
4

j,

ほ
ど
あ
り
、
狀 

師
の
任
命
権
、
，
福
音
宣
教
の
自
由
、
.
僧

職

の

市

民

的

義

務

め

食

担

、
-
僧

院

の

財
 

産
の
返
遺
.

S

市
へ
渡
っ
：
た
も：の
，に-
つ
き)〈

修
道
僧
に
つ
い
て
の
宴
求
、
.；地

：
-

r
イ
ツ
嚴
民
戦
争
の
歷
史
的
意
義

代
、
.十
分
の
ー
税
は
慈
善
等
用
い.る
こ
と
、
華
美
の
廃
止
等
で
あ
る
。
市
参 

ま
会
.に
対
し
て
は
、
穀
物
投
機
業
者
や
高
利
貸
と
の
結
託
を
非
難
し
、
就
物
を 

从
後
自
由
市
場
で
贩
売
し
、
投
機
に
は
重
い
税
を
：か
け
る
こ
と
、
重
い
課 

.
积
へ
め
反
対
ゥ
特
に
葡
萄
酒
？
穀
物
、
；
塩
、：
傲
等
へ
の
間
接
税
に
つ
い
て
は
半 

,

.
f
要

求

し

正

式

溺

で

示

さ

れ

え

食

担

は

一

切
廃
止
し
、
小
十
分
の 

T
:

税
も
反
就
し
て
い
る
。；
ま
ギ
マ
ィ.み
河
を
越
え
る
穀
聯
、
木
材
等
に
関
鋭
が 

が

け

れ
、
'
 

自
己
の
所
有
地
で
も
耕
作
す
る
に
う
い
て

j

定

：
の

負

®

を

要

求

さ 

:

れ
る
こ
と
に
抗
議.
U
、
：：
 ： Z

5

後
、
，
市
民
大
衆.ge

m
e

y
n

d
e

の
同
意
無
く
レ
て
は 

‘1
:

切
の
鱼
揖
を
課
す
こ
：と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
霞
が
市
参
參 

:

を
は
じ
め
富
裕
市
民
の
手
に
独
占
さ
れ
、：，大
牧
羊
を
や
る
し
、

.
i

内
の
木
材 

も

独

し

：、
こ
れ
を
腹
売
す
る
し
、
，；
牧
草
地
ぢ
大
衆
は
そ
の
利
用
を
閑
め
出
さ 

れ
、.
売
却
さ
れ
て
い
る
。

ユ
；ダ
ャ
人
高
利
貸
に
1

.

し
、

そ
の
.不
正
を
訴
談 

に
かi

:

る
に

は

裁

判

費

用

が

不

当

：
に

か

か

る

こ

と

れ

訴

え

"
、

市

参

ぎ

会

の

專

制
 

を
，
政

擊

し
.て

い

る

。

そ

し

て

、
，
父

と

そ

の

一

一

人

の

息

子

、

そ

れ

に

そ

の

‘
父

の

ニ 
:

人
の
：兄
弟
が
，

一 ,

•時
に
市
参
事
と
な
ラ
て
い
る
例
を

4
^

げ
す
い
る
。
：ま
た
恣
意
的 

な
逮
捕
を
攻
撃
し
て
い
る
？
：
ま
た
日
傭
い
，の
賃
金
め
低
い
こ
と
を
訴
え
、
公
正 

な
手
工
業
者
で
も
、
市

4

事
の
中
の
有
力
手S

.
 

C企
業
家
：}
に
苦
し
め
ら 

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
：い
る。
' 

.

ミ

ュ
I

ル
ハ
ゥ
ゼ
ン
で
は
一
：
五

T

一
四
年
七
月
に
第

一

回

目

め

蜂

起

が

起

き

、

/

ル
人
か

代

表

お

出

し

、

五

四

タ

条

の

要

求

が

か

か

げ

ら

プ

こ
こ
に
は
ミ
ユ 

ン
ッ

ァ-

派
の
毛
皮i

み
：ョ
：ハ
ン
.
ロ 
I

デ
'ル
や
揉
皮

妻

、
酸

造

業

等

の

手 

が
：達

動

の

中

、

f

に
：，い

ザ

)

主

要

な

要

求

は

市

参

事

会

に

対

し

向

け

ら

れ

V
 

ニ
ー
五 
'〈

四
八
五)



セ

：
る
タ
：ホ
参
事
会
と
失
衆
め
間
の
意
志
め
棘
遗
を
は
，か
る
お
め
代
表
を
達
块

，を
正
'
.に
す
る
れ
と.
ポ
要
來
レ
で
い
る
。
：
ぞ

て.
税
岛
を
' ,1..

般

り

の

：
^

^

用
.

わ
-
.
.
. 

'
.

る
£

と
、
市
參
事
の
役
職
を
勝
手
に
雙

i
i

譲

か

え

な

い

と

、
都
市
の
書
記
：
 

に
は̂
®

!

?

は
な
ル
え
な
い
と
ね
等
お
要
求
U

.

て
.い
る
デ
ざ
ら
に
典
有
地
の
商
一 

復
、.
ー
貴
族>
僧
職
§

衝
良
的
義
務
め
黃
担
、
.

タ
ン
ク
ト
め̂
2

1

©と
鹿
利
の
：保
持、
：

. 

教

会

開

係

で

日

派1

教
者
の
任
命
、
修
道
院
：か
ら

S
'

僧
侶
達
め
.退
去
自 

由
、
教
会
の
資
金
，は
慈
善
と
宣
敎
め
為
ね
用
い
を
等
の
要
求
か

^

^

ら
れ
る
。

一
 

五r
i
S
J
i
-
t

に
も
う一

廣
市
参
事
会
の
公
選
お
め
ぐ
り
騒
動
が
起
る
。
、と
こ
で 

は
市
参
事
違
拳
の
権
利
は

I
S
O

フ
ロ
一
ン
以
上
の
奮
を
か
つt
.

の
-
.
の

み 

に
限
ら
れ、
.

■
I 

ニ
0

人
の
市
参
事
会
員
が
お
ケ
が
阿
明
举
分
は
ッ
ン
フ 

ト
か
ら
遂
ぱ
れ
，て
い
た
。
：

I

五
ニ
五
年
三
月
に
な
ク
で
ミ
；ュ
シ
ジ
ァ
.

1

の
と
の
. 

'市
で
の
活
動
と
相ま

っ

てニ
ハ
人

，の
市
参
事
会
具
が
新
し
く
達
ぱ
れ
、
"
そ
の
内 

1
1

一
人
が
手
工
驚
、I.

部
に
無
産
者
も
入
ヮ
て
い
る
。
し
か
し
ミ
ュ
ン
ッ

T

' 

.

1

:の
激
し
い
社
会
革
新
の
思
想
は
ク
ン
フ
ト
め
大
部
分
や
附
あ
の
農
民
に
は
余 

り
受
け
入
れ
ら
れ.な
か
r

た
ょ
う
で
あ
る
が
、
彼
の
支
持
者
は
下
層
市
民
の
多 

い
郭
外
市
に
最
も
多
か.マ
た
と
い
わ
れ.る
。

.

フ
ラ
シ
ケ
ン
の
ロ.I

テ
ン
プ
ル
ダ
は
ニ
ハ
三
の
村
落
を®

す
る(

ニ〉

の
型 

の
§

:

で
あ
る
が
、
こ
と
で-,̂

1
家
の
都
®

族
':

(

主
に
地
主
で
あ
り
商
人 

的
活
動
を
行
う)

，の
專
制
支
配
が
行
わ
れ
一
般
市
民
、
殊
に
手
工
i

は
市
参 

事
会
か
ら
閉
め
出
さ
れ
 
> 
市
参
享
会
へ
の
攻
擊
が
行
わ
れ
る
に
到
？
た
。
.即
ぢ 

1

五
ニ
五
年
三
月ニ
ニ1

日
市
民
は
四
二
人
の
化
表
を
選
出
し
、
市
参

i
s

会
に
要

.
 

V. :  

:

二
.六

-
:(

四
八
：六)

ニ

:

求
を
提
出
し
て
い'る
。
：：手

を

中

心

と

し

た

市

！
^
は
自
ら
-

.
業
を
兼
業
：
 

.す
る
も
の
"多
ぐ
、：：‘：敝

迎

め

；
農

民

A1

も
同
盟
を
結
び
：

(

特
に
富
農
も
都
市
当
局
の 

!
專

制

：
に

あ

外

じ

て

：
い

る

)

ん
市
政
：の

刷

新

ど

し

て

い

る

0
,
市

参
！
；

会

の

還

挙 

-

(

半
分
は
市
民(

代
表
と
-す
.，る)

、.
.都
市
裁
判
所
.の
.公
..正
、.‘
.
市

長

を

大

衆

か

.ら

も

違 

出
ず
る
こ
と
、
：

の
公
職
利
用
を
廃
し
、
都
市
行
政
グ
'財
政
の
管
理
の 

為

め

機

構

整

備

と

そ

；
？
^

ベ
の
®

参
加
、
大
衆
ど
市
参
事
会
の
間
に
代
弁
者.

置
ぐ
’
：
僧

侶

'
に

関

や

市

誇

義

務

の

貪

担

を

は

じ

め

 >
1

:

般-
K

I

ル
の
到
；

I#

:

ベめ従属要求、：

賃金に

.つ
い
て
の
規
定
、̂
不
当
投
獄
及
び
賄
路
の 

.廃
止
を
求
め
、
更
に
普
通
税
め
半
減
、
追
加
税
の
廃
止
、

>
ご
の
他
i

担
に
つ 

.
い
て
の
：苦
情
、

： .： r

部

有

力

市

民

の

牧

畜

に

，
つ

い

て

の

：

§

、
共
有
地
に
つ
い
て
、 

訴
談
に
ク
い
て
の
苦
情
等
が
の
べ
ら
れ
い
る
◊

そ
の
#

市
民
で
農
業
を
も
営. 

む
乾
の
相
続
税
そ
め
：他
の
廃
业
や
関
鋭
、
羊
毛
め
德
や
先
賈
権
に
つ
い
て
の 

規

定

等

が

：
ぁ

る

。

：

:

さ
て
以
上
の
簡
単
な
分
析
か
ら
ま
ず
い
え
る
こ
と
は
、
農
民
戦
争
の
際
に
ア 

ゥ
，ダ

ス

プ

ル

グ

の

よ

：
い

な

大

都

市

で

は

：直

接

の

反

響

が

.
む

し

ろ

少

な

い

の

に

対
 

し
、
'
 
中
位
の(1

1
)

の1

に
属
す
る
市
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
は
じ
め
殆 

ど
例
外
無
：i

民
の
違
動
と
期
を
一
に
し
てf

内
部
で
の
蓮
動
が
起
っ
て
い 

る
。
勿
論
そ
れ
以
下
の
小
都
市
や
市
場
町
は
農
民
の

1

摸
の
波
の
高
揚
の
中
に 

巻
き
？̂
ホ
れ
、：‘.農
民
の
蓮
動
と.一
体
に
.な
っ
て
い
る
為
合
が
多
い
。
.こ
れ
に
对 

し
、
独
自
の
都
市
的
わ
達
動
を
展
闇
し
た
ご
れ
ら
の
地
方
的
な
有
力
都
市
に
お 

い
て
は
.ど
め
よ
ぅ
な
性
格
の
運
動
が
行
わ
れ
た
の
ヤ
あ
ろ
ぅ
か
。
今
迄
み
た
よ 

う
に
、：
こ
れ
ら
の
都
市
で
の
市
民
大
衆
の
要
求
は
大
別
し
て
第

.

1

に
宗
教
改
革

に

霊

し

、
救
会
、
僧#

へ：

の
非
難
、
要
求
、.第1

一
に
都
市
行
政
に
：歸
す
る
政

洽

的

要

求

、
第
二
m

i

禾
投
機
、
独

占

へ

の

反

対

、

第

四

：に

諸

貧

粗

特

に

間

接

：

税
や
関
税
に
，つ
い

K

の
苦
情
、
一
第
五
に
都
市
に
属
す
る
共
有
地
や
#
業
上
の
諧

間
摩
に
分
け
ら
れ.よ
.

し
か
も
ぶ
れ
ら
ひ
都
市
に
お
け
を'蜂
起
は
.ダ
.ズ
フ
ト

の
親
方
、
：
.

f

を

は

：

め

ッ

ン

フ

ト

め

想

制

外

に

ホ

つ

下

層

市

民

大

衆

に

よ

へ

、？

て

起

さ

れ

て

マ

そ

し

て

下

層

市

局

は

市

に

在

む

農

民

も

い

た

：し
、
.小

市
時
の
没
§

子
か
ら
種
；々

雑
多
な
要
素
か
ら
成
り
立
ち
、

"
rル
シ
ネ
P
化
し
た
‘

層

も

あ

り

、
：
、
ぐ
‘
.

キ
乂
'
ッ
.：ァ
I

や
再
洗
礼
派
め
影
醫
に
よ
る
潜
新
跟
も
存
在
し
た
：

と
は
い
え
、
：：全
体
と
し
て
は
手
H

i

層
を
：ホ☆

と

し

を
®

的

な

霞

の
-

，大
$

動
と
な
ざ
る
を
え
な
：か
：っ

.た

。
，
し

か

も

と

れ

ら

め

都

市

運

動

の

農

民

'

と

の

結

び

つ.き

は

、
：
第

：

1
,

に

農

民

の

峰

起0
高まかをまゥて、：を
の
の
：

 

\ 

, 

■ 

i

v
 

-
.

‘

に

市

民

大

衆
.の

建

動

を̂
^
す
る
こ
と
に•.よ
り
ぅ
ボ
れ
た.と
い
え
る
も
、.一..第
，

ニ 
.

に
.
.
.：こ.
.
.か
ら
.
.中
位
め.
都

市

は

药

外

市
.

の
市
场
に
.！

B

多
.
'や
の
，鼻ti?

も
い
る.
.し
、
，，市

：，

民

でi

農

業

を

兼

ね

る

者

も

參

く

、
マ

共

慕

そ

の

他

も

存

在

じ

、
ホ
都
市
ほ
部
の
；

それ耍は仏

i

的

に

農

民

的

な

性

旅

が

又

り

达

み

H
E

地
的

な

結

び

ウ
ー
ぎ
が
成
立
す
る
t

と
£

な
>
^
?

の̂
ヤ
ぢ
る
ヶ
：
ー
従
ぺ
ひ
：

'
:た
農
4
1
ほ
.
'按

け
3<
>

モ
挨
が
地
；
.

方

的

な

律

、小
生

産

者

の

防

衛

的

な

艦

格

か

ら

大

举

が

抜

け

含
：？̂
な
か
ら
，お
か

.ぅ
に
、>.
こ
れ
ら
のi

市
に
お
け
る
局
地
ぼ
な
撒
限
、

.

小

市

農

：な

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は'で
き
な
か
み
た
。.盤
こ
の
よ
ぅ
な
中
に
あ
•っ
て
第
五

節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
各
地

(

特
に
フ
ラ
シ
ヶ
ン
で
み
ら.れ
た)

に
散
在
的
に
、

多

少

相！
^

 

一

M

巢

る
：ね
は
：い
：え

全

体

的

な

視

野

：に
立
ら
..た

1

的

な

中

哭

集

構

：

、窗
の
下
で
め
政
洽
的
経
済
的
改
苹
を
考
ぇ

^
^
^
蒙
識
的
ケ
分
子
が
皆
無
で
あ
マ
：：：

，
.，
ド
イ
グ
襄
民
独
#
の
摩
史
的
意
義
'
,
.
\
.

ご
"
：‘
'
‘
、
^
^
^ ̂. 
•
.
ふ
む

た
わ
け
で
は
が
：い
於
、

"

の
ょ
ぅ
な
目
標
の
下
に
結
舉 

P
、

i

の
，！ .^

■

闘
|

指
導
す
る
f

で
I

部
意
識
分
子
の 

小
生
産
者
的
な
基
盤
に
立
ぅ
た
急*

終
.ゥ.た
。i

た
ミ
ユ
.
ン
グ
ァ
I

や 

再
洗
礼
■

め
银
響
ね
卞
に
卞i

民
や
没
落
小
市
民
層
が
意
識
的
社
会
革
新

M

 

駒

X
I

想
ま
翁
的
原
始
職共

#
:

主
義
思
想
.と1

.

合

し

た

，

)

：
‘
に

西

南

ド

イ

ッ

辺

境
 

地
帯
や
中
部
も
イ̂
が̂
都
^
£
に
お
い
て
参
加
し
た
と
は
い
え
、
-
こ
れ
も
各
都
市 

市
！̂

欺
の
進
動
の
簾
を
革
新
的
な
も
の
に
変
え
る
.処
ま
で
ほ
到
底
行
か
な 

.が

，ヶ.'.た
れ
で4^

る
：。.，..農
民
戦
争
和
に
も
あ‘が
从
前
.に
も
お
ヤ
た
独£
的

：
な

大

商
 

事
会
社
へ
の
，
‘反
対
に
つ
い
て
キ
レ
シ
プ
ル
グ
が
英

H

革
命
す
前
に
み
ら
れ
た
独 

古i

{対
運
動
ど
比
較
し
、
ゼ
イ
ッ
に
お
け
る
お
板
が
下
級
貴
族
、
手

1
-

l
f
、

小 

:

i

^

i

、
神
学
！
？
等
に
ル
り
担
わ
れ
、
：：英
国
の
そ
れ
と
比
べ
反
資
本
主
義
的 

を
も
：つ.こ
：と
も
，指
摘
し
：て
い
る
こ
と
ほ
、
，，今

迄

み

て

ぎ

お

都

民

の

'蓮 

.動
か
性
根aJ

就

照

レ

て

目

す

ベ
：：

奢

で%
>

5
。

英
国
め
.反
臉
占
か
先
闕
に
は
製 

造
i

お
中
心
と
サ
るA

l
p

ポ

の

立

場

於
-

6

生
産
者
の
反
f

運
動
と
共
，に
：
 

一
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
が、' 
こ
の
ょ
ぅ
な
プ
ル
ジg
.ア
的
な
市
民
的
立
場
は
農
：
 

1
^
戦
争
当
時
€̂
あ

イ

ツ

に

お

い

：
て

は

趣

め

て

-
^
1
熟̂

：
で

あ

マ

た

；
と

い

わ

ざ

る

を
 

得
な
*

P
)

と一

ル
はK

も
；

V

養

中

産

的
#

民
鳳
の
：代
弁
者
で
あ
る
ル
タ
I

に
つ 

い
て
考
え
る
時
明
白
と
な
る
。
彼
の
祖
父
は
元
来
テ
ユ

I

リ
ン
ゲ
シ
.ま

方

の
 

ザ

も

セ

：
ン

邀

瓶

霞

か
：：

モWM
t
v

村
あ
：

あ
べ
み
：世
襲
賃
租
地
保'

I?

農
.民

サ

あ. 

か

.、

.
こ

の

辺

で

は

中
流
の
農
民
で
あ
っ
た
？。
そ
の
後彼
の
父

ハ
ン
ス
：は
ア
イ
ゼ 

が
'
>
/
ハ
：
タ
，
ギ

ざ

ス

ネ

.

エ；̂ル
.ト
と
敏
山
町
ポ
働
ぎ
、/苦
労
の
結
果
"プ
£
九f

年
に 

へi

敏
者
ね
し
て
經
坑
を
採
掘
じ
ン
；
さあに：
アシネヌモギトの銅

ニ七
 

'

(

旧八七

)

I



%

が
ら
資
本&

前
資
を
受t

:
*

唐
s

の

特

衞

資

ホ

燈

縱

燃

の

豐

者

；
 

と
^
^か

：
死
^
1れ
際
に
ぱ1

r  

5

0
ホ
ル
％

ズ
：の
遗
産
お
勝
し
お
と
を
ぃ
5.
^
ら

板
 

る
：€
:

ネ
て
ル
れ

-
一

〈

ホ
小
企
業
家
；で
：あ
；

bv-
*

新
興
め
中
霞
市
民
圓
：
 

r

ル

典

型

や

あ

：
マ

お

が

、
：，
：
あ

の

よ

を

.
^

の

地

位

；

^
大

商

人.
も

る

腹

路

の

確

あ

，
一 

.

や
資
本
の
前
貸
、
一
お
建®
#
.

の

賦

与

よ

：
ヶ
，
で

#

ね

め

：
て
#
;IK

i
i

か
傳
や
ベ 

力

，
で

あ

る

。
：

X
B

J
.

に
}

^

市

民
1

.

(

産
業
資
本
家
劇
歡
ー
ゾ

： >;QV

先
駆
的
分 

子
で
も
る
ま
的
生
産#

の
特
殊
ドN

r

ッ
的
-
^
存
在
歉i

.

が

あ

ポ.：：

ル
タ
じ
か
：：
 

抽
象
的
急
進
、}義
の
ホ
ま
族
！
^
振
処
か
お
る
の
で
か
。
、
.
こ

ゆ
お
#

な
.ル
：‘么
r 

の
熱
心
か
支
持
者
に
例
の
フ
ッ
ガ
！
が
ホ
I

ヘ

ン

キ

ル

.
へ

村

に

創

設

し

た

溶

鉱 

1
&

の
管
理
人
マ
テ
ィ
ア
ス*
ラ
ク
ヘ
ン
べ
ッ
ク
が
あ
り
、
同
時
に
娘
：の
ゴ
i

‘タ 

市
の
市
長
ア
ン
ド
レ
ア
ス.
.

シ
ユ
ル
ト
ハ
イ
ス
：は
ル
タ
一
.の
親
宠
シ
チ
。
ラ
テ 

ィ

ン
と
交
友
関
称
が-
^
|
^
ひ
：マ
ご
の

よ

.お

な

新

風

i
-

産

層

が

ル

.
ル

一

派

の

最

も

熱
：
. 

心
なIf；

{
持
章
で
あ
ゃ
た
が
、
こ
の
層
そ
の
も
の
；の

ま

熟

は

粮

さ

急

進

主

義 

を
専
ら
！
^

的
側
面
に
限
ると
と
と
：なW

た
0
;
弗

？
てル

ネ
-:;

ぱ
つ
R
: 

!
:
.
マ

敦

余

, 

:

に
対
し
て
；は
焚
の
精
神
の
独
立
を
主
藤
し
、
.

代
市1

3
^

奪
の
先
駆
者
：どU 

そ
偉
大
な
役
割
を
果
し
た
し
、
'孰

唐

的

籠

侯

に

き

し

て

：
も

批

^

加
え
、；；：農
民
：
 

に
対
し
て
も
同
情
も
じ
た
し
、
彼
の
父
の
小
企
業
家
と
い
.
^
背
录
か
ら
当
然
の
；一
 

こ
と
で
は
あ
る
が
ハ
：
極
め
て
厳
し
く
®
^

資
本
、
霧
利
貸
資
本
の
寄
生
性
ど
独 

S

に
対
し
非
難
し
た
。
し
が
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
腿
が
中
世
以
来
め
伝
統
的
な 

権
威
主
義
や
経
済
観
念
を
特
つ
で
い
た
と
と
は
、

'.クH  
I

バ
：
お

の

指

橋

ポ

る

と
.
. 

こ
-ろ

で

あ

る

。
、
そ

こ

に

：
ル

タ

！

の

市

民

的

急

進

主

義

が

抽

象

的

な

银

域

に

留

ま
 

り
>
か

のT

皇
帝
ズ
ィ
ク
ム
，シ
ト
の
改
革.

I  

:

の
著
者
や
、農
房
戦
争
に
参
加
：し

卞

， :;V
:::  

. 

.
 

V 

(

四
ん
八)

/
.

ゾ
民
社
☆
め
青
写
真
を溯

い
お
意
識
的
ま

民
に
比

歐
し

、
，
は

る

か

に

あ

い

ま
い 

な
、
旧
来
の
観
念
が
残
存
し
てい
た

と

い

え

ょ

ぅ

。
従

って
ル

タ
I

は
中
産
的
な 

，
富

裕

市

！

^

か
糖
落
ほ
か
か
ら

.
て
；
い

る

小

市

民

層

；に
-
^
衆

的

な

ま

持

者

を

得

な
 

#

ら
も
、

商
人
や
ポ
建
會
族
化
鼓
衝
諸
か
：嗽
に
も
ま
持
奢
を
見
出
し
た
と 

と
は
当
然
と
い
：え

ょ
ト

。

こ
.
.
の

点

で
中
部
ド
イ
ツ
ょ
り
地
方
的
市
場
圏
もひ
ら 

け 
> 一
農
村M

業
等
の
小
商
品
生
産
も
進
廣じ
て

い

た
西
南
ド
ィ
ツ
の
辺
境
地
帯 

か
ら
ス
イ
ネ
に
か
サ
ボ
の
地
方
で
ば
、
：：；

^
チ
ュ
：I
、
リ

ヒ

の

.
：
ツ

ヴ

ィ
シ
グ

リ

の

ま

令
 

的

に

ょ

り

進

ホ

だ

市

民

の

霞

権

を

も

認

め

る

，
思

想

が

市

民

冒

の

中

で

受

；

£

入 

れ

ら

れ

た

.
の

も

当
然
で
お
ろ
シ
。ル

タ
.一
.

は
封
建
ド
ィ
ツ
の
絶
対
主
義

=

傲
邦 

体
^

時
代
の
®
^

層
の
精
神
的
代
弁
者-\J

な
.

ss>、： .

権

威

へ

：
め
服

従

，,
説
く
に 

到
っ
た
。
こ
れ
に対
し

ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
ょり
進
ん
だ
思
想
は
さ
ら
に
フ
ラ

シ 

ス
の
ピ
カ
.ル

デ

ィ

生

ま

れ

のジ
f

不
I

プ
市
風
ジ
y

ン
，
カ

ル
ヴ
ァ
ン
に

よ

り 

明
確
な
定
義
を#
え

ら

れ
、

.先
進
資
本
主
義ir

の
.
新

與

中

産

市

民

層

に

大

き

な 

:
.影

響
.を

与

え

る.-に

到

ブ

た£:
と

は

周

知.れ.'通
.0.
で
4
^
^
0ゾ
‘...ナ...，
.
.
.
.

.

最
後
に
こ
の
ぶ
ぅ
な'ド
イ
ツ
ル
中
産
市
民
層‘の
清
神
的
代
弁
者
ル
タ

_

に
对 

%

 

層
市
民
層
の
：基
盤
に
立
も
、
：；震
民
の
反
封
建
的
な
，.マ 

会
変
革
の
達
動
に
高
ボ
ょ
ヶ
と
し
た
ミュ，ゾ
ツ
ァ
r

に
目
を
向
け
て
み
ょ，5
0 

,

、
/

ュ
ン
：ツ
テ
I

の
社
会
的
基
盤
に
つ
い
て
ば
知
ら
れ
る
所
が
，少
な
い
が
、
彼
の 

父
が
そ
の
地
：の
银
主
に
：処
珊
在
れ
.

た
と
い
わ
れ
、
育

？
た
の
は
小
'市
民
的
な
生 

活
基
盤
で
は
あ
っ
た
も
の
の
そ
め
後
の
生
活
は
下
層
市
民
層
に
近
い
も
の
が
あ 

.

ゥ
た
.

と
思
わ
れ
る
。
，そ
の
上
彼
ど
関
係
じ
；た
人
々
は
下
層
市
民
か
そ
れ
に
基
盤 

を
お
い
た
人
：々

で：^
 

?

た
？
：ザ
：ク
セ
ン
の' 
ツ
ヴ
イ
カ
ウ
は
鉱
山
地
歉
に
も
斤

く
、
ミ
.み
ン
•ツ
ァ
r
.
が
，..一
時
牧
師
を
し
て
い
た
処
だ
が
ペ.こ
こ
，で
假
は
熱
狂
他 

な
神
秘
主
義
の.>1.:rl.

ラ
ス
.
;
シ
ユ
，ト
、.ル
ヒ
.と
共
に
費
し
い.，織H

.

め
間
に
広
範
な' 

支
持
者
を
見
出
し

(

$
0̂)

：ま
た
ミ
.ユ
シ
ツ
ァ
I

と
变
渉
の
あ
つ
た
と
い
，わ
れ
る
西 

南
ド
イ
ツ
辺
境
地
帯
の
ヴ
ァ
ル
ド
フ
ッ
ト
の
フ
I

プ
マ
イ
ヤ
I

博
士
.を

は

.
じ

め 

再
洗
礼
派
の
人
々
は
織

H
、

パ
ン
焼
エ
、：
仕
立
エ
等
の
下
層
の
手
工
業
者
で
あ 

ゥ
て
チ
ィ
ロ
ル
に
お
い
て
も
定
住
地
の
無
い
手
：工

業

者

(

親
方
も
舍
む)

、
織 

エ
、
本
小
売
商
等
が
再
洗
礼
派
の
活
動
的
メ
ン
バ
-

で
ち
'ウ
た
し
、
i

シ
ッ
.
 

ァ-

派
で
あ
り
、

フ
ラ.ン
‘ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
-ン
の
敗
北
後
こ
め
宗
派
に
入
つ
た
ハ
ン 

ス
.
フ
ッ
ト
は
本
小
売
商
で
あ
り
、
そ
の
後
ふ
強
い
社
会
革
新
の
思
想
を
持
.ゥ 

て
い
た
と
い
わ.

か
中
部
ドV

.

ツ
、
ハ
レ
市
で
の
.ミ
ユ
ン
ツ
ァ
ー

の
支
持
者
は 

石
工
の
ウ
ル
‘リ
ッ
：ヒ
•
ク
ロ
イ
ツ
や
金
細
工
師
で
あ
ウ
た
ハ
ン
ス
.
フ
ユ
ウ
フ 

等
で
あ
つ(

ね
卯)

従
：ウ
て
ミ
ユ.
1
ル
ハ
ケ
ゼ
ン
で
も、
、
、
'
 ユ

シ

タ

ア

|
.
の

支

持

者

が 

レ®

市
の
下
層
市
民
の
間
に
多

か
：：

ウ
た
こ
と
か
ら
み
：て
も
、
ミ
ユ
：シ
ツ
ァ
ー
の 

支
持
者
は
没
落
し
た
手H

I

-
小
市
民
層
か
ら
下
の
無
産
大
衆
に
あ
マ
た
と 

思
わ
れ
る
。
し
か
か
前
に
も
述
べ
た
例
で
も
判
る
よ
う
に
活
動
的
で
あ
り
、
.各 

地
を
廻
ゥ
"
た
も
の
に
'は
手
x
i
>
.

水
売
商
人
の
よ
う
な
者
が1

と
共
に
多


が 
ウ
た A

J.A
J  

は
注
目
す
べ
き
で
も
る
。
：彼
等
は
小
市
®

身
セ
は
：あ 
ウ
た
；
が

、 

大多数の小ど

}

な
地
方
的
な
粋
に
へ
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
野
に
立
ち
" 

下
f

民
の
無
®

i

の
甚
盤
.に
立
ち
、
、：農
民
のi

の
バ
ギ
ネ
ル
ギ

I

に
よ
.
 

り
1

的
な
柱
会
參
を
求
め
、

ミ
.：

ラ
ン
ツ
ァI

の
：
寅

持

氣

と

な

う

た

の

：
で

あ 

る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
ほ
下
層
の
就
教
師
、

i

と
：

i

び
当
然
各
地
を
適

-. 

(

注5?,)' 
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歴

し

て

い

た

雙

が

重

要

が

役

割

を

担

？
た
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：あ

ろ

う

。
ッ
が

V
T

レ

て

ミ.
チ
ン
.ツ

ド
ィ
ツ
農
民
戦
争
の

m
史
的
意
義

ァ
-
及
び
そ
の
支
持
者
達
は
無
産
者
層
の
立
場
で
ド
.ィ
ッ
に
お
い
て
は
じ
め
て 

封

建

社

会

め

徹

底

的

廃

絶

の

，
方

向

を

差

し
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し

た

栄

誉

を

担
：ゥ
た
.の
で
あ
る
。

レ
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入
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、.

• 

. 

■ 

■■ 

■ 

- 

\ 

.

' 

た
。

， 

，

,

.

.

.

.

.•
, 

•

.

.

(
？

) 

JBiicher, 

F
r
a
n
k
f
u
r
t

 〜
，

の
.1

8
9
,

 

A
n
h
.
1
.

か
ら
先
に
引
用 

し
た
一
五
ニ
.五
.年

の

一，
.

換

の

際

の

史
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搂
り
際
の
ニ <

:

ヵ

条

に

も「

市
民 

ノ
.義
務
：ヲ
履
行
シ
、
公
‘正
ト
.名
誉
ヲ
ソ
ノ
人
格
一
一
ツ
キ
保
缸
シ
ク
ル
モ
ノ 

ハ
、

ツ

ン

フ

，：
ト

>

妨

ゲ

ラ

レ

ズ

ニ

：
，白
由
ニ 

：手
工
業
ヲ
營
ミ
ゥ
ル
.
一
，
と
あ 

-

る
0
.

.
」

 

■

:
* 

■
 

.
 

■
 

::: 

. 

- 

'
 
..
 

,
 

.
 

,
 

•
-
- 

.

.

-
 

' 

(

y
 

- G
,

 

Franzjt, 

a
,
a
.
p
,

 

S
.

 

4
7
0
;

 
- Z

i
m
m
e
r
m
a
i
m
.
,

 

a
r
a
’
p
,

:
B
u
c
h

 2, 

SS, -iS9-490, 

D
i
e

 

freie 

S
t
a
d
t

 

H
e
i
l
b
r
o
i
m

 

d
e
s

 

.schwabisplieii .Bundes, umd. der, .
B
a
u
e
m
.

 .
F
T

⑦un
d
i
n
,

バ
.ィ

ド

f
戦
争
の

歴
史
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蜂
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ヒ
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ボ
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蜂
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く
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に
お
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て
共
同
行
動
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と
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な
い
で
相
互 

.
に
妨
害
し
あ
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て
い
.た
の
で
あ
る
。
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に
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方
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な
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邦
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と
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独
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蜂
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.
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財
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収
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び
市
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つ
そ
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し
たJ

派
の
要
求
だ
と
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て
い
る
こ
と
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述
べ
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国
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ユ
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に
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争
の
：舞
合
に
党
派
と
し
て
は
あ
ら 

..わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ゥ
て
、

た
ん
に
騒
々
し
い
.、
.掠
奪
ず
き
の
、
数
擔 

，の
海
で
買
収
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
市
民
的
反
対
派
：の
彌
次
馬
と
し
て 

あ
ら
わ
れ：.

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て
農
民
の
，蜂
起
が
は
じ
め
て
彼
等

. 

- 

三
四

(21

九
四)

. 

.

.

.

.

.

.

 

•

.
を
党
派
た
ら
し
め
た
.の
で
あ
る
が
、

し
か
も
こ
の
場
合
も
彼
等
は
は
と
ん

ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
そ
の
'

求
：に
お
い
て
も
行
動
に
お
い
て
も
農
民
に
依

存

し

て

い

，
るr
.
:
彼
等
於
独
立
，カ
行
動
を
と
っ
た
，か
ぎ
り
で
は
、
彼
等
は

農
村
に
都
市
の
工
業
独
占
を
樹
立
せ
ん
こ
と
を
求
め
、
都
市
の
収
入
が
市

の
領f

に
お
け
る
封
建
的
負
担
の
撤
廃
に
よ
ゥ
て
減
少
し
な
い
こ
と
を
欲

し
等
々
し
.て
い
ろ
、
.，要
す
る
に
彼
等
が
反
獸
的
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て

は
、
彼
‘等
は
彼
等
自
身
の
ぅ
ち
の
小
市
民
.的
'
耍

素

に

従

属

し

て

い

る

の

で

:

あ
う

て
.：

…

。
し
が
し
農
民
戦
争
全
体
の
頂
点
を
形
成
す
る
そ
し
て
こ
の

'

戦
争
に
お
け
る
も
つ
と
も
偉
大
な
人
物
た
る
ト
I

マ
ス
，ミ
ュ
ン
ッ
ァ

I

を
中
心
ふ
サ
る
こ
の
縛
話
.は
、

：

同
時
に
も
ゥ
と
も
短
い
：も
の
で
あ
っ
た
。

，

な
に
ゆ
え
そ
れ
が
ひ
じ
ょ
ぅ
に
は
や
べ
破
旋
せ
ざ
る
を
.え
，な
か
っ
た
か
、

:

な
に
ゆ
え
そ
れ
が
同
時
に
空
想
的
性
質
を
帯
び
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
、

な
に
.ゆ
え
彼
：等
の
諧
要
求
の
表
現
が
は
な
は
だ
し
く
不
明
確
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
.か
：っ
ね

か
は
自
明
で
あ
る
。
け
だ
し
.ま
時
の
事
情
.に
お
い
て
は
彼

等
こ

$

ゥ
，と
も
確
実
な
基
盤
を
も
た
な
い
も
の
だ
ゥ
た
か
ら
。」

:

 

.

.

.

.

.

.

.

 

■
 

.

.

.
 

.
'

 

.

(

S
 

R
,
.
E
h
r
s
b
e
r
g
,

 

a
.
a
b
,
,

 

S
S
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4
0
3
-
4
0
6
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(

卯)

；.
.
.
.
'

M
a
'
x
.
.
'
w
e
l
b
e
r
,

 b
i
e
,

 p
r
o
t
e
s
t
a
n
t
i
s
o
h
e

 

H
t
h
i

が
.
.

u
n
d

 

d
e
r

 

...ciei.st. 

..des.-..Kapitalismusy' 

G
e
s
a
i
n
m
e
l
t
e

 

.
A
u
f
s
s
t
z
©

 

z
u
r

 

R
e
H
g
i
o
s
s
o
z
i
o
l
o
g
i
e
,

 

1
9
2
0
,

 

S
S
,

 

7
2
-
7
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邦

訳

梶

山

カ「

プ 

ロ 

チ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
儉
理
と
資
本
主
義
.の
.精
神
.

」
<

三
I

四

頁

r

ま
ず
第 

,.1

ン
に
説
明
す
る
ま
で
-

5^

な

く

ル

.
：
ッ
Iタ
一

が

こ

と

に

，い

ふ

意

味

.で

の

-
-
或

,

ひ
は
凡
て
ど
ん
な
意
睡
，に
お
い
て
も
-—

資
本
主
.義
精
神』

と
内
面
的
類

，似
関
'保
を
も
ゥ
て4

る
か
ど
と
説
く
こ
と
ほ
誤
り
で4

る
a…

…

尤
も
我 

々
は
フ
.プ
.ガ-

そ
，の
他
ひ
大
商
人
に
対
す
る
.彼
.，.の
非
難
を
.そ
の
-根
嫩
と
す
：
 

べ
き
で
は
な
い
。
：何
故
と
い
ふ
に
、：
十
六

•，七
世
紀
の
大
商
事
会
'社
の
法
. 

肆
上

> 
事
^
1
^
上
の
#
権
に
对
す
る
闘
争
は
近
代
に
お
ホ
る
反
ト
：ー
プ
ス
ト 

動
に
も
比
較
す
べ
き
も
ひ
で
、
と
れ
ら
は
そ
れ
自
身
と
，し
て
は
決
し
て
伝 

統
、

Hi

義
精
神
の
現
れ
で
は
な
い
か
ら
で
お
，る
。
清
教
徒
や
ユ
I
.グ
ノ 
I
も 

'ま
た
か
か
ろ
商
事
会
社
、
金
融
業
者(

L
o
m
b
a
r
d
e
n
)
、

両
替
’商
、
英
国
国 

教
会
：及
び
，̂
仏
の
'国
王

.議
会
か
ら
庙
護
さ
れ
る
独
占
商
人
、
大
投
機
業 

者
、」

銀
行
家
に
対
し
て
激
烈
な
.闘
争
を
企
て
た
の
で
あ
ろ
。
例
へ
ぱ
ロ 

エ
ル
は
ダ
ン
バ
I
の
戦
闘
の
の
ち
.
.r
:長
期
議
会
へ
.：の
書
信
に
.い
ふ
、
；
 

『

乞
ふ
、：r

切
，の
職
業
の
濫
用
を
除
去
せ
ら
れ
ょ
。

若
し
少
数
者
を
富
ま 

す
た
め
に
多
数
者
.
.
を
貧
困
に
す
る
も
，の
が
あ
り
•と
せ
は
.、.
.，か
か
.る
こ
.
.と‘は 

公
共
に
と
ゥ
て
相
応
し
か
ら
'ぬ
こ
と
で
あ
る』

と
0
他
面
に
お
い
，て
彼2:1 

明
白
に『

資
本
主
義
的』

気
質
を
も
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
瞭
ら
か
や
も
る
。
. 

こ
れ
に
反
し
て
'高
利
と
一
般
に
利
子
取
得
を
批
難
し
'た
ル
ッ
タ
r 

9言
葉 

に
は
"
.資
本
主
義
的
営
利
の
：本
質
に
関
す
る
彼
の
思
想
が
後
期
ス
コ
ラ
学 

派
に
比
し
て(

資
本
主
義
の
.立
場
か
ら
み
て)

' 甚
だ『

立
も
避
れ』

て
ゐ 

'た
'こ
と
.が
明

^
^
I
.
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
，：で
あ
る
。」

'反
独
.占
運

動

に

つ

：
^
い 

'て
は
松
田
智
雄
氏
.の
諸
論
文
特
に
、
.
.

「

近
代
化
の
.史
的
桃
造
論」

' <
m
l

 

九

‘一頁
及
び
赌
旧
氏
前
掲
論
文
五
七
I

九
七
'頁
が
す
ぐ
れ
て
い
る
"
な
お 

1

五f.l

ニ二月から

j

月
の
帝
国
統
治
院
の
独
占
に
開
す
る
小
，委
員 

会
の
決
議
に
ょ
れ
ば
、-

香
料
、
釘
、
.肉
桂
つ
肉
互
襄
等
，の
银
品
の
賀
占
に
，

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
歴
史
的
意
義

. 

.

.よ
る
假
上
り
が
事
莫
あ
っ
，た
と
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
反
独
お
運 

製

が

ら

ィ

ッ

お

：い
て
は
農
村
工
業
、
鉱
山
業
等
の
新
し
い
：生
産
部
門
で 

の
.自
生

的

発

戾

め

道

を

志

向

て

い

た

が

、
そ
れM
体
が
か
か
る
独
占
的 

ふ

，商
業
資
本
め
.販
路
拡
大
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に
弱
さ
を
も
ゥ
た 

'し
'あ

'：i
'

は
と
る
時
：勘
に
成
.立
す
る
新
し
い
資
本
労
働
の
関
係
の
卞
で
没 

,
，落

す

る

小

生

.

産
者
や
生
活
必
需
物
資
-の
高
勝
'に
あ
え
ぐ
都
市
の
市
民
、
坑 

夫
等
に
よ
り
に
な
わ
れ
た
と
こ
：ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
：

/

-.

(

び)

.Heinric.h. w
o
e
h
m
e
r
,

 D
e
r

 .junge 

Luther, 

1951, 

.SS, 

15125.;

松
田
智
維「

改
革
者
ル
ッ
ク
ー
.に
於
け
る
所
謂
農
民
的
性
格」

.: 『

西
洋
農
業
経
済
史
研
究』

所
収 
一
二
七
I
I
五
三
買
、T

近
代
の
史
的
構

造
論」

<
0
レ

九

5

。
 

'
 

‘

(§
2,) 

.
 Bo

e
h
m
e
r
,

 .ibid,,. S
S
,
16117 ; teechtel, 

a
,
a
.
p
, 

s, 

MOOT.

.

松
.田
智
雄
氏
の
前
掲
書
に
詳
し
い
。

.

ル
，.ク
スr

へ
i
ゲ
ル
法
哲
学
批
判

」

マ
ル
エ
ン
選
集
捕
卷
四、1 

<

 
四

一

五

頁

。

.R. 

H
.

 

T
a
w
n
e
v
,

 Religioll a
n
d

 the. R
i
s
e

 o
f

 

Capitalism, 

p
.
102

•
一
 

邦
訳
出
口
湧
蔵
、
越
智
武
臣

「

宗
教
と
資
本
主

義
の
與
摩」

岩
波
版
、

，一
三
七
1
1
七
0
貝
。
ト
ゥ
ニ
ィ
は
ル
タ
I
に
つ 

い
て「

革
命
的
：保
守
主
義
の
大
立
物」

と
い
い『

ル
タ
ー
,は
教
会
制
度
の
階 

層
的
な
.差
別
，を
ぅ
.，ち
こ
わ
し
'た
が
、
身
分
と
裁
属
の
原
理
の
上
に
立
ゥ
て 

;い
る
社
会
的
な
階
層
秩
序
：̂
'、‘
そ
の
.ま
ま
に
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
魚
進 

的
か
宗
教
思
想
と
経
済
的
な
保
守
主
義
と
の
か
ら
み
合
い
は
、.
か
な
ら
ず

し
も
目
あ
た
；ら
，し
い
も
の
で
は
な
い
。」

な
お
：ル
タ
，.
1
^
1
1

身
の
抽
象
的
な
急

.

.

.

-

三

五

(

四
九
五)

I

I



I
1

:
進
主
義
に.つ'い
て
め
思
想
一
は

.

r

キ’リ
ス

ト

者
の‘自
由

」

，の
論
文
の
.
冒
跟
に 

.あ
る
精
神
的
自
由
と
現
実
世
界
で
の
従
屈
の

i.

一
元
的
な
考
え
方
に
よ
'
く
現 

わ
れ
て.：̂る
？
/
ニ

 

.

(

卯)
Walter,schlnidt-ii^wald, Z

w
e
i

 F
u
g
g
e
r
-
F

昏t
o
H
e
n

.
 a

u
f

.
 

d
e
r

 H
u
t
t
e

 zu,

.旧oilelLkirch.en, .
F
o
i
h
u
n
g
e
u

 

a
u
s

 Mittel- 

deutsbiie:a A
r
c
i
d

づen, s, 
i47. 

.
 

'

(

s Herman Barge, Liither und der Friihkapitalismus, 

1951;. Luther, .GroBe .sermoll. <.om,,.wucher,.. Weimarer 

Ausgabe, 

w
d
,
-

6, S. 85.

(g) 

Weber, a.a.0
,, ss. 74-79, ss. 124-12S. 

s
w Cornelius, Die Wiedertaufe,. Geschiciite. desd 

M
l-vn- 

sterischen Aufnhrs, Buch. 2, 

ss. 1-SO; Nabholz, 

Ziir 

Frage nach dei; Ursaphen des Bauemkrieges 1525,

>
6 sozial-tmd wirtsc.haftsg.eschic.ht©,. ss, 2441252,

(s) 

Weber, 

a
.
a
.
p
, 

SS. 

75-77.

ゥ
エ
I
バ
I
は
そ
こ
で
ル
タ~

■の
伍
統
主
義
が
摂
理
へ
の
信
仰
に
基
き
、
そ
の
信
仰
は
神
へ
の
無
条
件
的 

服
従
と
、
与
え
ら
れ
た
環
境
へ
の
無
条
件
の
適
応
を
同
一
視
す
る
と
い
ゥ 

て
い
る
0
 Tawney, op. cit., 

102,

ル 
タ
I
と
ミ
ユ
ン
ツ
アI
の 

国
家
観
や
抵
抗
権
に
つ
い
て
は

Carl 

Hinxichs, 

Luthe;!̂

 

und 

Mi5nzer, 1952.

が
す
ぐ
れ
て
い
る
。

(

w) 

Tawiiey, 

pp. 1H-1S9. Comelius, 

Historische 

ArlDmitein/ vor̂
ehn̂
icl̂

 

れ

ur 

がeî
orrt̂
atioiD̂
zeit, 1899, s§

.

メ
へ 

W

六

(

四
九六

：}

1
0
5
、
5
2
1
;
^
e
^
}
e
r
J

 

a.a.0,, 

s
s
.

 

8
4
-
1
6
8
.

.
 

s

) 

E
m
s
t

 

B

ぢc
h
,

 

T
h
o
m
a
s

 

Miinzer, 

1
9
2
：U

 

s
s
.

 

1
4
-
1
9
、

こ

.
，、
ュ
ン
ッ
ァ
！
の
，伝
記
の
文
献
目
録
が
あ
る
；
。

」

i
f g. 

20
.

に
は
一 

，四
九0

年
，：.に
，シ
k
.ト
ル
/ベ
.ル
.グ
市
の
小
市
民
の
.家
に
生
ま
れ
た
と
あ
る
。
.

な
お
、J

o
a
c
i
^
i
m

 

z
i
;
n
n
n
e
r
m
a
r
u
l
,

 

T
h
o
m
a
s

 

M
i
i
s
e
r
,

 

1
9
2
5
,

に

よ
れ
ば
ミ
ュ
.
V
タ
ァ
.
1
.家
は
古
く
：か
ら
の
取
民
で
手
工
業
を
常
ん
で
い
た 

と
.さ
れ
る
0

(

W) 

C
o
r
n
e
l
i
u
s
,

 

D
i
e

 

W
i
e
d
e
r
t
a
u
f
e
,

 

M

.13
;

 

J
,

 

z
i
m
m
e
r
-

:.a.a,o,, 

.ss. 

S
0
I
5
6
.
.
.

ッ
ィ
ム
メ
ル
.マ
ン
.に
よ
れ
ば
と
の
都
.卞 

で
は
織
物
業
ッ
ン
フ
ト
内
部
に
大
き
な
対
立
が
あ
り
、
小
親
方
や
織
人
が
'
 

無
産
者
眉
を
形
成
し
て
/い
た
と
い
う
。

(
S
)

 

C
o
m
e
H
u
s
,

 

ibid,, 

M
s
. 17

1
3
4
.

こ
の
よ
う
な
再
洗
礼
渡
の
邀
動 

は
農
民
戦
争
の
敗
北
後
純
粋
の
宗
教
遮
動
と
し
て
活
ぱ
っ
と
な
り
、

一
五 

三
四
I

五
年
に
西
北
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
i

で
の
悲
劇
的
な
龍
城
に
よ
っ
て
、
 

そ
の
活
力
を
失
う
に
到
る
。

.

§

 

Ibid., 

S
S
.
I
5
,

.
(

卯)

'
 

W
a
l
t
.
e
r

 

,

D
e
l
i
u
s
,

 

.
D
i
a

 

R
e
f
o
r
m
a
t
i
s
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

d
e
r

 

S
t
a
d
t

 

J
S
a
l
l
e
-
S
a
a
l
e
,

 

1
9
5
3
,

 

S
.

 

2
8
.

s

o

.第
十
四
麦
、第
.十
五
ま
に
示
さ
れ
.る
職
人
層
の
庄
範
か
っ
、頻
繁
な
移 

勤
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
ミ
ュ
ン
ッ
ァ
{
と
西
南
ド
ィ
ッ
、

ス
ィ
ス
の
辺
境 

地
帯
と
、の
連
絡
を
と
っ
て
い
た
ハ
ン
ス
.
プ
ュ
ゥ
フ
金
細
工
の
手
工
業 

者
で
あ
っ440 

-
 

.

結

語
.

ド
イ
ツ
農
民
®

爭
の
區
史
的
意
義
，.

：

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
研
究
史
ぱ
極
め
て
長
い
。
同
時
代
に
も
僧
侶
、

フ
マ
ニ 

ス
ト
、
年
代
記
者
、.公
的
な
史
料
編
纂
者
等
の
種
々
の
文
書
を
始
め

.一

五
八0

 

年
に
バ
I

ゼ

ル

：
で

出

た

グ

V
I

ダ
リ
ク
ス
め
本
や
、
同
じ
頃
め
：
ハ
，
ラ
-
の
も 

の
等
が
あ
る
。
さ
ら
に
十A
世

紀

に

入

る

，
ど

農

®

戦
争
に
i

し
た
人
物
の
伝 

記
や
史
料
集
等
も
み
ら
れ
、

一

七
九
五
年
に
は
ゲ
オ
ル
グ
，
.
ザ

ル

；
ト

リ

ウ

ス

，
の 

「

ド
イ
ツ
農
§

争
若
し
く
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
十
六
世
紀
视
賊
の
.蜂

起

'
の

歴 

史
の
研
究」

が
出
さ
れ
て
い
る
。
.十
九
世
紀
以
来
今
日
に
到
る
迄
ド
イ
ツ
展
史 

学
の
進
展
と
共
に
ご
の
問
題
に
開
す
る
研
究
も
様
.々

の
角
度
様
々
の
立
場
，か
ら 

'な
さ
れ
て
考
た
。
ぞ
れ
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
的
現

t
：

と
も
深
く
か
ら
み
合
い
、
夫 

々
の
時
期
の
歴
史
的
課
題
に
も
関
り
合
い
、
こ
の
歴
史
的
事
件
の
原
因
に
つ
い 

て
も
、
ま
た
そ
の
意
義
に
つ
か
て
も
多
く
の
評
価
を
う
.み
出
し
た
。
今
こ
と
で 

そ
ヶ
し
.だ
研
究
史
の
詳
細
を
速
べ
：る
訳
に
は
技
か
ぬ
が
、

.

.

r

農

民

戦

争

：め

歴

史 

的
意
義」

を
考
え
る
.に
当
り
、

必
要
な
腿
り
で
、
.極
く
簡
単
に
触
れ
て
み
た 

い
。
同
時
代
人
の
評
価
は
、
当
時
貴
民
職
争
に
先
*

H

っ
て
.起
り
、
，
そ
れ
に
力
ぎ 

な
影
響
を
与
え
た
宗
教
改
革
と
のi

を
'め
ぐ
り
、
旧
教
と
新
教
め
立
場
か
ら 

行
わ
れ
た
。
そ
し/て
当
時
の
知
識<：

め
社
会
的
立
場
か
ら
し
：て
、
個

：々
に
は
新 

教
徒
の
間
に
農
民
に
対
し
て
同
調
す
る
者
や
、

V
福
音
辨
へ
の
.弾
圧
に
蜂
起
め
原 

因
を
求
め
る
者
も
あ
ウ
た
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

，
フ
ォ
ン

‘
• 

'
ス
ン
.
ボ

ル

ト

の 

よ
う
に
、
.
農
民
戦
争
の敗

北
'にr

ド

イ

ツ

史，の
火
陥」

，を
決

定

的

：
に
み
る
と
い
う 

風

な

立

場

：
は

な

ぐ

、
暴

励

：
と

し

て
と
ら
え
、£
れ
を
非
難
す
る
者
が
多
か̂

^

ド
イ
ツ
農
路
戦
争
の
藤
史
的
意
義
；

，
：
，
-
'
;
,

十
八
世
紀
以
来
め
ド
イ
ッ
歴
史
学
の
確
立
後
に
お
い
て
も
旧
教
と
新
教
の
立
場 

か
ら
の
評
価
の
相
違
は
，み
ら
れ
た
。

ル
タ
I
め
宗
教
改
革
に
原
因
を
負
わ
せ
專
‘ 

ち
宗
教
的
な
事
件
と
し
て
と
ら
え
る
旧
教
徒
の
ヤ
ン
セ

.

ン
と
、

福
音
守
謹
の 

滿
に
，農
民
が
立
も'土
ゥ
た
と
す
る
新
教
徒
の
シ
ュ
.ト
ル
ッ
は
そ
の
代
表
で
あ 

る
0

し
か
.

5

;

^

;

:

;

^

.

,

1

共
に
政
治
；
§

経
済
的
契
機
を
重
视
し
、
そ
の
分
析
が
行
わ 

れ
る
よ
う
に
な.
ゥ
た
？

，一
 

八
四
の
政
治
的
自
由
主
義
の
時
代
に

グ
ィ
ム 

メ
ル
.

マンやオチク

X
;

レ
，の
自
由
主
義
的
な
研
究
が
行
わ
れ
た
め
を
，は
じ
め
、 

十
九
世
紀
後
半
に
は
ラ
ム
：プ
レ
ヒ
，ト
や
ゴ
タ
イ
ン
等
に
よ
り
初
期
資
本
主
義
の 

発
展
と
農
業
と
のi

や
そ
れ
と
封
唐
的
迫
と
の
§

を
分
析
す
る
試
み
が 

進
め
ら
れ
，た0 
:
殊
ー
に
ラ
ム
プ
レ
じ
ト̂
^

曲
辰
民
戦
争
を
農
業
革
命
と
し
て
評
！

,
.
.

 ̂

て
い
る
：が 
>

そ
の
}

^

世
市
民
社
会
に
と
一
っ
て
の
意
義
は
明
確
で
な
い
。
こ
の
点
で 

こ
の
事
件
の
政
治
的
意
義
を
明
確
に
と
ら
え
た
の
が
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
で
あ
ゥ 

た
。
詳
瓶
は
後
に
迷''へ
る
が
、
彼
独
特
の
主
張
は
、

. 

一
A
四
A
年
の
失
敗
に
終 

ゥ
た
市
民
革
命
の
先
駆
的
薪
在
ど
し
て
農
民
戦
争
を
つ
か
み
、
，英
国
革
命
や
ブ 

ラ

ン

ス

大

革

命

と

対

比

し

、
、
そ

の

！
^

を

行

っ

て

い

る

点
、に
あ
る
。
こ
の
よ
う 

な

ド

V

ッ
理
解
に
切
実
に
め
要
な
も
め
と
じ
て
評
価
す
！

>
0

立
場
は

一

1

十
世 

，紀
"

に
'

な
.
.

っ
て
も
例
.

え
ぱ
。ゥ
ナi

ス
等g

よ
っ
て
も
ど

ら

れ

、

最

近

，
ス

ミ

-
-
リ
ン 

が
：
1

的
に
市
民
革
命
と.
し
て
評
価
し
よ
う
し
て
い
る
。
'

こ
の
よ
う
に
§廣
民 

わ
蜂
起
の
反
對
建
的
な
政
管
的
意
義
を
多
少
な
り
と
も
ら
え
る
者
に
対
し
、

,

そ

め

よ

ブ

が

意

義

を

全
^

^

^港
膚
レ
な
い.者

，^
繁

く

い

る

。

ま
た
こ
の
よ
ド
な 

歴
史
的̂
!

!

^

|確
定
に‘
際
じ
重
ー
要
と
な
る
.

べ
'

き
政
治
：̂

経

済

的

分

析

も

研

究

の

進 

展
に
伴
い
単
が
る
'

農

民

：の
賛
面
が
ら

i
t

起

が

起

っ

た

と

け

う

風

な

説

明

か

ら

、

、

三

七

(
H
I

九
七)



農
民
◎
経
済
力
の
上'昇
を
む
し
ろ
強
調
し
、
農
民

：
}
般
ょ
り
富
農
を
農
民
戦
争
：
 

の
担
い
手
と
す
るフ
ラ
ン
ツ
、ナ
！
 V

ホ
ル
ツ
等
の
研
究
も
現
わ
れ
た
。
こ
"

れ
に 

対
し
て
，は
グ
ァ
ー
ス
の
ょ
う
に
農
民
の
相
対
的
富
裕
化
と
封
唐
的
压
迫
の
激
化 

に
原
因
を
み
る
者
も
あ
ゥ
、
日
本
で
も
松
田
知
日
雄
氏
が
農
民
層
の
分
解
の
視
点 

か
ら
画
方(

貧
困
説
、
上
界
説

)

を
統
一
的
に
把
握
す
る
ょ
う
主
張
さ
れ
、
そ 

の
方
向
で
の
！

も
ニ
、
三
み
ら
れ
を
に
到
っ
て
い
る
。
. 

一
 

.

さ
て
こ
こ
で
今
迄
六
節
，に
わ
た
て
分
析
し
た
こ
.と
を
簡
単
に
ま
と
め
て'み
. 

よ
う
0
. ' 

•
 

, 

. 

, 

•

.政
治
的
に
は
こ
の
時
期
に
王
権
が
衰
退
し
ド
イ
ツ
国
内
に
お
い
.て
皇
帝
は
有 

力
锁
郭
睹
侯
の一

人
と
成
り
下
っ
て
し
ま
っ
，て
い
た
。
従
う
て
'ド
イ
ツ
国
内
に 

は
政
治
的
無
政
綴
態
が
造
り
出
さ
れ
、

K
百
近
ぃ
大
小
め
封
建
領
主
が
龙
大 

な
、
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
支
丽
者
の
集
団
を
形
成
し
て
‘い
た
？
こ
の
ょ
う
な
事 

情
は
全
く
ド
イ
ツ
的
サ
あ
ゥ
で
、当
時

3
1
ロ
ァ
バ
の
他
の一
一
大
国
の
英
国
、
ブ
.
 

ラ
ン
ス
.は
夫
々
絶
对
主
義
権
カ
、
-
5
-
#
^

集
権
国
家
体
制
を
確
立
し
つ
つ
も
り
、
ご 

の
ょ
う
な
体
制
の
成
立
が
對
建
貴
族
に1

定
の
f

を
与
、义
> 
近
代
市
民
社
会
‘：
 

の
前
提
で
あ
る1

民
族
の
国
民
べ
の
転
化
の
条
件
を
造
り
出
す
と
と
な
，ゥ
た 

の
で
が
。
ド
イ
ツ
に
と
っ

V

中
央
集
権11

家
体
制
か
欠
如
し
て
い
た
こ
と 

は
、
イ
タ
リ
.ヤ
と
並
び
と
の
国
め
封
建
支
配
体
制
の
強
同
な
残
存
と
な
り
、
十 

九
世
紀
に
も
な
お
政
治
的
な
民
主
主
義
苹
命
の
遂
行
が
妨
げ
ら
れ
る
結
果
と
な
. 

ゥ
た
。
勿
論
こ
の
時
期
に
は
農
民
的
士
地
保
有
と
生
産
物
地
代
収
取
体
系
の
成 

立
の
上
に
、農
民
的
商
品
生
産
の
前
進
と
§

経
済
の
成
立
か
ら
、さ
ら
に
地
方 

的
市
場
の
形
成
、®

際
的
遠
隔
地
市
場
の
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
都
市
経
済
の
繁

三
：八' 

(

四
九
A)

-

.

, 

.

.

.

.

.

栄

等

の

経

済

的

变

化

が
、

' 

農
民
戦
争
の
，舞

台

で

あ

る

地

域

に

お

い

て

起

-

り
、

こ

こ
に
領
主
め
貨
購
需
要
の
増
大

=
r

領
主
財
産
の
危
機」

が
か
き
お
こ
さ
れ
、
こ

こ
に
報
建
支
配
体
制
.

の
再
i

が

特

殊

化

形

で

行

わ

れ

た

。
中
央
集
権
国
家
権

力

が
無
い
以
上
.

、.
権

力
.

ぴ
讓
取
は
必
然
的
に
瓶
方
的
な
規
摸
.で
有
力
領
郛
諸
侯

を
中
心
に
-行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
.そ
れ
は
ラ
ン
デ
ス
ホ
ー
ハ
イ
ト
に
ょ

り
下
級
貴
族
を
自
已
の
支

P

下
に
組
み
入
れ
、1:

定
の
地
城
の
都
市
と
農
村
の

，支
配
を
目
的
と
し
た
。
勿
論
こ
め
ょ
ぅ
な
領
邦
国
家
体
制
の
盤
備
は
播
々
に
し

か
進
ま
ず
、
中

小

の

霞

が

多

か

っ

た

こ

と

も

こ

の

地

域

の

：特

徵

で

あ

る

。
じ

か
し
廣
民
を'中
心A

J

中
反
對
建
的
な
違
動
の.高

揚

を

前

に

じ

て

'彼

等

は

結

束

し
、
，シ

チ
グ
ァI
ベ

ン
同
盟
を
結
成
し
、

封
建
体
制
の
維
持
強
化
を
意
図
し

た
。
' 
こ

こ
で
イ
.，ニシ
ャ
ーア
ィ
ズ
を
取
っ
た
の
は
い
ぅま
，で
も
な
く
有
力
諸
侯
で

あ

た

。
下

級
貴
族
，の

内

ね

意

識

的

部

分

は

，

1

五
ニ
ー
一
年
に
か
か
る
有
力
諸
侯

の
支
酣
体
制
赖
化
に
抗
議
し
反
乱
を
起
す
が
、
彼

等

は
中
世
の
，王

f

活

を

求

.
■
 

- 

■
 

,
 

i

v
 ■

め
る
だ
け
で
、
農
民
や
市
民
と
の
同
盟
は
あ
り
え
な
か
'ゥ
た
。
ま
た
こ
の
支
配

者
集
団
の
取
に
は
有
力
奮
当
局
も
あ
り
>
彼
等
は
諸
侯
に
対
し
若
干
の
抵
抗

は

示

し

，
つ

つ

も

領

i

家
体
制
のj

員
と
な
.

ゥ
た
。.
ま
た
教
会
も
こ
の
集
団
の

中

で

は

大

き

な

地

位

を

占

め

、

集

権

体

制

の

無

か

っ

た

ド

イ

ツ

で

は

当

然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
.ロ
ー.
マ
教
会
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
。
従
っ
て
農
民
の
反

封
建
的
な
運
動
の
高

揚

と

共

に

当

然

教

会

の

上

層

部

ぺ

の

.

攻

撃

も

強

ま

り

、

ル

タ
I

の
宗
教
改
革
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
お
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ

'る
。
し
か
し
ド

イ
ツ

に

お

け

る

宗

教

改

革

が

極

め

て

不

徹

底

と

な

り

、

た
か
だ
か
領
邦
国
家
体

制
へ
の
教
会
め
従
属
を
も
た
ら
し
、‘そ
れ
と
共
に
、

千
六
、

七
世
紀
を
通
じ

支
配
者
集
団
の
内
部
で
旧
教
と
1

の

対

立

が

激

化

す

'
る

こ

と

に

し

か

か

ら

な
か
っ
た
‘の
は
、

一
に
葉
権
画
家
体
制
の
欠
如
と
農
民
戦
争
の
敗
北
に
あ

.

ら
わ
さ
れ
る
近
代
ド
イ
ツ
市
民
社
会
成
立
の
前
提
条
件
の

i

熟
に
よ
る
も
の 

i

) 

■

セ
も
る
0
-

経
済
的
に
.

い
ゥ
.て
中
世
後
期
に
起
ゥ
た
変
化
は
次
の
よ
ぅ
な
も
の
で
あ
ゥ 

た
。
；
中
世.
：

1

建
社
会
に
お
け
る
最i

本
的
な
生
産
§

で
あ
る
農
業
に
お
い 

て
は
中
世
盛
期
以
降
、
直
営
地
休
制
の崩
壊
，と
共
、に
、
広
範
な
農
民
的
土
地
保 

有
の
化
立
が
み
ら
れ
、

：

こ
と
に
生
産
物
地
代
収
取
を
領
主
の
主
な
収
入
源
と
す 

る

r

純
粋
グ
ル
ン
ド
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

J

が
封
建
領
主
と
農
民
を
取
り
結
ぶ
生
産 

関
係
と
な
る
。
こ
の
変
化
は
農
民
に
相
対
的
な
自
立
性
を
与
え
、
生
産
力
は
一 

層
前
進
し
、
人
口
も
増
大
し
、
か
く
し
て
東
方
へ
の
植
民
運
動
と
共
に
局
地
市 

場
都
市
の
広
範
な
成
立
を
み
る
。
.
中
世
後
期
に
か
け
て
農
民
的
商
品
生
産
も
或 

る
殺
度
進
み
、r

定
め
社
会
的
地
域
的
分
業
が
行
わ
れ
、
ラ
イ
ン
の
上
流
を
中 

心
と
し
た
地
方
的
市
場
が
形
成
さ
れ
る
。
か
く
し
て
十
五
、
六
世
紀
の
ド
イ
ツ 

の
ヨ
I

ロ
ッ
バ
国
隨
遠
隨
地1

上
で
の
地
位
の
向
上
は
こ
り
地
域
を
背
景
と 

し
た
西
南
ド
イ
ツ
商
棄
資
本
の
活
躍
に
よ
マ
て
か
ち
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 

が
、

麻
や
バ
ル
ケ
ン
ト
等
の
織
物
産
業
に
お
け
る
仏
範
な

'

農
村
工
業
も®

A
 

し
、

ス
イ
ス
や
チ
ィ
•ロ
ル
や
西
南
ド
イ
ツ
の
辺
境
地
帯
で
は
農
民
的
商
品
生
産 

.

は
一
層
前
進
丄
た
。
ま
た
葡
萄
や
大
青
の
よ
ぅ
な
換
金
作
物
.も
ラ
イ
ン
か
ら
フ 

ラ
ン
ケ
ン
、テ
‘ユ
！ 

ン
ゲ
ン
地
方
で
も
栽
培
さ
れ
た
。
し
か
し
生
産
物
地
代
体
,
 

系
は
1

に
維
持
さ
れ
、
領
主
経
済
は
な
お
ド
イ
ッ
本
国
に
お
い
て
は
農
民
経 

済
に
対
す
る
重
大
炎
制
限
を
な
し
て
い
た
し

「

領
主
財
政
め
危
機」

と
共
に
小*

ド
イ
ツ

農

民

戦

争

め

揮

史

的

意

義

；

.民
経
済
へ
の
圧
迫
必
然
化
し
た
。
こ
れ
は
経
済
的
に
は
i

担
の
増
加
と
も 

な
り
、
政
治
的
に'は
上
.か
ら
の
共
同
体
規
制
を
雖
化
し
、
.栽
判
領
主
制
を
挺
子 

と
し
た
ラ
ン
デ
ス
ホI

ハ
ィ
ト
に
よ
り
村
落
の
自
治
に
制
眼
を
与
え
自
己
の
体 

，制
の
安
定
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
よ
り
、
領
主
に
よ
り
多
様
な
形
で
行 

わ
れ
だ
0:
.従
.っ
：て
粗
对
的
に
自
立
性
を
得
た
農
民
め
経
営
に
と
ゥ
て
は
、
こ
れ 

ら
め
民
迫
は
再
版
農
耽
化
と
し
：で
受
け
と
ら
れ
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
し
、
ま 

し
て
、
農
民
は
商
品
生
産
め
前
進
と
：

^
建
的
1:1:1,迫

の

強

化

の

中

で

唯

層

'
^
^
化

を 

遂
げ
つ
つ
あ
ヴ
、
農
民
大
衆
の
大
部
分
.に
と
ゥ
て
は
し
れ
ら
の
圧
迫
は
生
活
を 

脅
が
ず
も
の
で
さ
え
あ
っ
た
。
中
世
後
期
の
農
民
層
の
分
解
に
つ
い
て
^̂
ガ
祈
し 

た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ニ
般
的
は
中
農
の
儀
牲
に
よ
る
費
農
、
小
農
の
増
大 

と

：

1

部
富
農
層
の
權
大
で
あ
る
。
富
農
層
は
種
'々

の
手
段
で
土
地
を
集
積
し、
. 

い
ち
早
く
商
品
生
産
者'と
し
て
活
躍
し
え
た
し
、
自
ら
の
経
営
に
も
日
能
い
等 

.，を
購
ぅ
ブ
方
農
村
工
業
や
商
品
作
物
地
帯
で
は
.商
人
的
活
動
さ
え
も
行
い
、
作 

，業
場
で
の
マ
ュ
ュ
経
営
や
前
貸
体
制
で
附
近
の
費
農
と
資
本
と
労
働
の
関
係
を 

結
ぶ
も
め
さ
え
あ
っ
た
。
そ
し.て
地
主
と
し
て
又
小
作
等
を
も
行
っ
た
。
.一
し
か 

し
封
建
的
土
地
所
有
に
よ
る
支
酣
が
強
固
に
存
続
し
、
東
部
と
異
な
り
粗
放
経 

営
の
条
件
が
少
な
く
、
経
営
の
'集
約
化
に
よ
り
生
産
力
が
発
展
し
で
き
た
こ
れ 

ら
の
地
方
で
は
、#
村
工
業
等
に
よ
る
副
収
入
の
機
会
も
あ
？
て
、
資
本
主
義
的 

大
経
営
を
農
業
に
成
立
さ'せ
る
条
件
に
乏
し
く
、
分
解
は
む
し
ろ
下
層
部
分
の 

零
細
土
地
保
有
や
士
地
無
し
の
小
屋
住
み
の
層
の
著
し
い
増
大
と
な
っ
て
現
わ 

れ
だ
。'
:
か
も
こ
め
層
は
絶.

小
生
産
者
と
し
て
の
安
定
性
を
志
向
し
、
止

む
ど
得
ず
脱
農
化.す
も
の
が
、
都
市
や
欽
山

S
*
.

へ
资
出
し
、
,
諸
侯
の
银
兵
や

. 

.

.

.

.

.

.

.
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乞
金
と
な
る
も
の
さ
.

え

い
.

た
0
:

か
く
し
て
か

な

り均
！
！： .̂

農
民
的
土
地
保
有
の
；
'
: 

上
に
成
ま
し
た
村
落
共
同
体
は
こ
の
.よ
う
な
分
解
と
共
に

変
質
し
、一:

部
富
農 

の

独

占

的

な

地
位
の
強
化
と
多
数
貧
農
り
権
利
め
減
少
や
喪
失
が
み
ら
れ
、
と
，
 

ル
ら
の
間
に
；は
資
本
と
労
働

 

>
‘地

主

と

小

作

等

の

関

係
さ
え
成

立

し

た

？
：
し
か 

し
封

建

的

压

迪

の

強

化

は

共

同

体

に

対

し

て

も

行

れ

れ

た

の

で

あ
る
し
、
.当
時 

，変

質

し

つ

つ

も

っ

た

と

は

い

え

、
中

農

も

か

な

り

存

続

し

、
貧

も

小

生

塵

者
 

的
#

i
：

を

持

ち

、
共

同

体

に

も

色

々

の

条

件

で

参

加

し

得

た

し

、
富
農
も

亦

封 

.

建

的

圧

迫

と

闘

う

限

り

に

お

い

て

は

こ

れ

ら

農

民

大

衆

と

一

致

し

て

事

に

当

る

，
 

必

要

が

あ

り

、

こ
こ
に
對
建
領
，主

に

対

す

る

自

立

的

小

生
産
者
と
し
て
の
同
一 

性

か

ら

共

同

体

によ
る
抵

抗

が

な

さ

れ

た

の

で
あ
る
。

-
中
世
後
期
に
こ
れ
ら
の
地
方
の.諸
§

で
起
っ
た
変
化
は
中
産
的
市
民
層
の'
 

,
P

と
少
数
の
富
裕
市
民
層
の
致
富
、
下
層
市
民
層
の
烫
と
い
文
る
。
尤
も 

こ
の
よ
う
な
変
化
は
遠
隔
地
市
場
向
け
の
商
業
、
産
業
が
最
も
積
極
的
に
行
わ 

れ
た
ァ
ク
グ
ス
プ
ル
グ
市
に
お
い
て
最
も
明
白
な
形
で
み
ら
れ
た
。
ま
た
新
興 

の
鉱
山
都
市
に
も
無
産
労
働
者
の
龙
大
な
層
が
造
り
出
さ
れ
た
と
と
は
い
う
ま 

で
も
な
い
。
他
の
諸
都
市
に.つ
い
て
い
え
ぱ
中
位
の
地
方
的
な
有
力
商
1

業 

f

 
.で
は
中
産
層
を
残
し
つ
つ
も
下
層
市
民
の
割
合
は
市
民
の
約
半
数
を
占
め 

る
に
到
っ
て
い
る
。
最
も
変
化
の
少
な
か
っ
た
の
は
人
口

i
o

o

o
以
下
の
小
：
 

§

、市
場
町
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
も
る
。
そ
と
で
こ
の
よ
う
な
変
化
が
肖
内 

部
の
社
会
的
諸
関
係
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
か
。
こ
れ
を
ホ
産
層
の
中
核
部
分

' 

で
あ
る
ッ
ン
フ
ト
手
工
業
者
を
中
心
に
み
て
行
け
ば
、

I

部
親
方
の
富
裕
化 

(

商
人
、
前
貸
資
本
家
へ
の
転
化
.

)

多
数
の
小
雜
方
の
没
落
、
親
方
冒、.職
人
冒

, 

'  

,ぼ
.

0

 

(

五 
0
0:
}

の
闺
定
化
、ゎ1

層
れ
無
産
化
等
の
変
化
ど
し
て
も
ら
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
卞 

に
ッ
シtv

ト

の

規

货

に
☆

つ

手

や

日

傭

労

働

者

、
乞
食
等
の
最
下
層 

市
民
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
都
市
上
層
部
に
は
市
参
事
会
：̂
中
心
と
す
る
ほ 

閥
が
形
成
さ
れ
、
大
商
人
、
大
手2

養

、
大
地
主
等
が
彼
等
の
利
#
と
な
る 

よ
う
な
行
政
、
財

政

霞

を

行

？
た
。
：な
お
有
力
都
市
の
殆
ど
は
都
市
自
ら

一 

ゥ
の
*
^
領
郭
を
領
有
し
、-.封
建
領
主
..の
、
一
，
員

と

か

'っ
て
い
た
。
さ
て
こ
の
よ
う 

な
社
会
震
の
変
化
；
^
、
，
と
の
地
方
の
経
済
的
発
展
に
基
礎
を
お
く
と
共
に
、
. 

よ
り
大
き
く
中
世
後
勝
の.遠
陽
地
市
場(

ョ
-
ロ
ゥ
パ
，対
東
洋
、

ョ
！
 

a

ッ
パ 

各
地
方
的
市
場
®

：
の
拡
大
と
そ
こ
で
の
こ
の
地
方
の
自
然
的
社
会
的
条
件
の 

有
利
さ
に
よ
り
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
経
済
的
繁
栄
が
ら
説
明
さ
れ
る
。
そ
こ
で
フ 

.
V
ガ
I

の
よ
う
に
纖
エ’か
ら
身
を
起
し
、1

活
動
に
よ
り
富
を
蓄
積
し
、
流 

通
過
程
'で
类
な
利
潤
を
樓
得
す
る
商
業
資
本
家
の
S

が
現
わ
れ
た
。
彼
等 

の
活
動
に
よ
る
腹
路
の
拡
大
が
、
ご
の
地
方
の
，生
産
に
刺
激
を
与
え
、
農
村
エ 

業
や
鉱
山
業
の
よ
う
な
新
し
い
生
産
部

S
：

が
こ
の
時
期
に
発
展
し
た
。
し
か
し 

国
内
市
場
拡
大
の.第1

条
件
で
-お
る
農
業
に
お
け
る
封
'建
的
生
産
開
係
の
解
体 

と
そ
れ
に
伴
う
農
民
層
の
分
解
の
徹
底
化
が
無
い
以
上
、
欽
山
業
で
の
資
本
労 

働
関
係
の
明
白
な
形
成
や
、
都
市
、農
村
に
わ
た
る
前
貸
制
度
に
よ
る
事
実
上
の 

資
本
労
働
関
係
の
成

1  

乂に
も
拘
ら
ず
、こ
れ

ら

®

^

資

本

は

生

産

を

外

か

ら

支
 

.配
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
巨
大
資
本
は
高
利
貸
資
本

に
転
化
せ
ざ
る 

を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ル
タ
ー
の
，父
ハ
ン
ス
の
よ
う
な
新
興
中
産
層
は 

極
あ
て
1

熟
な
も
の
で
あ
り
、
對
建
領
主
と
商
人
資
本
め
優
位
の
下
で
僅
か 

に
生
産
活
動
に
お
い
て
小
鹿
摸
め
資
本
労
働
関
係
を
成
立
さ
せ
る
程
度
で
あ
ゥ

た
-

こ

れ

は

，農

村

で

の

富

農

層

の

ま

熟

と

就

応

し

て

い

.る
；
。し
か
も
都

市

.
で 

も
中
産
層
の
大
部
分
は
旧
来
め
中
世
的
な
諧
関
係
か
ら
抜
け
き
れ
ず
、
そ
の
中 

で
没
落
す
る
も
の
も
か
な
り
あ
っ
た0と
れ
ら
の
没
落
分
子
は
農
村
か
ら
の
流 

入
分
子
と
合
し
て
極
め
て
雑
多
な
都
市
下
層
市
民
層
を
形
改
し
て
い
た

が
、
膨 

等
も
ま
た
小
市
民
的
性
格
か
ら
脳
却
し
、近
代
的
労
働
者
と
な
る
に
は
程
遠
か
ゥ 

た
-
。'  

.

.

.

/
 

; 

.
-
.
.

さ
て
こ
め
よ
う
な
中
世
後
期
の
政
治
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
の

下
.に
お
い 

て
は
、
基
本
的
生
産
！
^

で
あ
る
農
業
に
お
け
る
領
主
と
農
民
の
対
立
こ
そ
最
，
 

i

本
：&

な
対
立
で
あ
っ
た
。
従

？
て
十
五
世
紀
後
半
以
来
膨
调
と
起
っ
た
農 

民
の
封
建
領
主.
へ
め
抵
抗
は
こ
の
よ
う
な
基
本
的
対
立
を
激
化
し
、
社
会
的
政 

治
的
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
尤
も
農
民
の
抵
抗
は
ラ
ン
デ
.ス
へ

ル

を

先

頭

と

'デ
 

る
對
建
領
主
：の
小
農
民
経
済
へ
の
経
濟
的
压
追
や
共
同
体
規
制
の
.栽
化
に
对 

し
、
富
農
、
中
農
、
貧
農
が
夫
々
の
利
害
に
ム
ち
っ

.

っ̂
轰
義
の
村
落
池〈

同
体 

.

に
結
集
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
要
ま
も

「

十
二
'

ヵ
条」

に
示
さ
れ
る 

よ
う
な
穏
和
な
共
同
体
の
自
治
の
要
求
と
諸
負
担
め
軽
漏
若
し
く
i

止
と
農
' 

奴
身
分
制
の
廃
止
等
の
要
求
が
夫
々
の
共
同
体
や
地
方
の
特
殊
性
に
応
じ
て
な 

さ

れ

た

も

の

で

、
，

.

宗
教
改
革
め
影
響
が

「

神
の
権
利」

：
と
し
て
入
り.込
ん
だ
も
：
 

の
の
基
本
的
に
はf

古
来
の
権
利」

に
よ
る
局
地
的
要
求
に
留
ま
っ
た
。
そ
れ 

は
経
済
的
要
求
を
主
と
し
っ
っ
村
落
の
自
治
等
の
限
ら
れ
だ
柱
会
的
政
治
的
な 

要
求
が
含
ま
れ
る
穏
和
な
も
の
で
あ
，っ
た
。
一
小
商
路
生
産
者
や
プ
ル
ジ
ョ
ア
的 

富
農
の
明
確
な
要
求
と
し
て
の
産
業
、
商
業
の
自
由
は
辺
境
地
帯
や
チ
ィ

i

ル 

を
除
い
て
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
，こ
こ
に
生
産
物
地
代
体
系
の
卞
で
の
領
主
経

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
め
鹿
史
的
意
義

済
，の
齊
位ど

*
3
^

経
済
の
歎
悪
化
が
封
建
反
難
に
よ
り
確
定
し
た
の
で
あ
る
ひ 

従
マ
て
と
れ
に
対
す
る
農
民
の
抵
抗
は
い
き
お
い
防
衛
的
性
格
を
と
ら
ざ
る
を 

得
ず
、
そ
め
要
求
も
富

S

辰
、
中
農
を
中
、仏
と
し
た
小
生
産
者
の
線
の
も
の
と
な 

'ち
ざ
る
を
え
な
ゥ
た
：。
-レ
か
し
そ
め
よ
う
な
稳
和
な
要
求
も
村
落
内
の
大
衆 

が
結
集
じi

主
.に1

現
を
迫
る
時
そ
れ
は
基
本
的
対
立
を
激
化
さ
せ
、
そ
の
抵 

杭
に
反
封
建
的
性
潜
を
与
、>
ー
封
建
領
主
と
マ
で
放
置
で
き
な
い
体
制
的
危 

機
を
も
た
ら
，し
た
。
''.し
か
レ
民
は
農
民
的
士
地
所
有
め
確
立
を
主
張
す
る
と 

こ
ろ
.ま
で
行
か
ず
ッ
嚴
民
的
士
地
保
有
の
安
定
性
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
こ
..こ
に 

大
多
数
の
農
民
の
抵
抗
：の
弱
さ
と
封
建
諸
侯
の
ぼ
迫
の
優
位
が
あ
ら
わ
れ
る
。 

勿
諭
こ
れ
に
对
し
貧
農.の
立
場
か
ら
凡
て.の
負
担
の
廃
止
、.封

建

赛

の

.打

倒 

.が
主
張
さ
れ
た
が
、，
'と
れ
ら
は
少
数
派
：に
留
ま.っ
て
い
た
。、
そ
し
て
む
し
ろ
こ 

の
•よ
う
な
革
新
的
な
立
場
は
都
市
の
下
層
市
民
の
基
盤
に
立
つ
人
々
.に
よ
ゥ
て 

的
に
と
ら
れ
た。
'
 
こ
の
人
々
に
は
窜
ら

無
！
！

者
で
な
い
小
市
民
出
身
の
意 

識
的
な
分
子
も
多
：か-っ
た
が
、
彼
等
は
あ
く
ま
で
無
産
者
め
立
場
に
立
ち
、
千 

年
壬
国
.と
財
産
共
有
王
義
ど
神
秘
的
信
仰
を
持
ち
つ
つ
も
、
当
時
の
状
況
で
は 

徹底した革を持

.つ
人
々
で
お
マ
て
、，
こ
の
よ
う
な
人
々
の
革
新
的
主
張 

(

= 既
存
権
力
の
徹
底
的
せ
倒

)

，
に

よ

.
っ

 
'て
の
み
市
民
共
和
国
の
方
向
が
打
ち
出 

.さ
れ
た
と
こ
ろ
にy

ド
イ
ッ
の
特
殊
な
事
態
が
あ
へ
るV
し
か
も
彼
等
は
そ
れ
を 

市
民
社
会
の
誕
生
と
し
て
は
者
え
ず
、
財
産
共
有
の
千
年
壬
国
の
到
来
と
考
え 

て
.い

た

：
の

で

あ

ら

て

、
：
み

し

ろ

^

的
諸
改
革
に
：つ
い
て
は
、
都
市
の
中
産
的 

市
民
！̂
を
始
め
、
農
民
の
小
生#
!者
と
し
て
の
単
一
の
階
級
の
基
盤
の
上
に

ふ？！ 

.っ
て
夫
4
の
.
☆
場
か
ら
現
実
的
な
見
と
お
し
を
立
て
だ
急
進
派
の
人
々

(

勿
論

' 

, 

.

S
M

 

£
 

0 一
 

V

.
i
t



.
こ
の
中
に
は
ョ
ス
の
：よ
う
な
自
ら
：

^
革
新
跪
に
.属
す
る
人
も
い'れ
ぱ
：
> 
ボ
ィ
ス 

，マ
-
-

ャ
や
ヒ
プ
；.ラ
-

の

よ

う

な

，
魚

進

.的
>̂̂
命
家
も
：い
れ
ぱ
、ー
グ
‘ァ
ィ
ガ
ン
ト
の 

，よ
う
な
人
も
い
た

)

に
よ
ゥ
て
主
張
さ
れ.た

め

で

る

。
し
が
し
こ
の
よ
う
な
：
 

人

々

の

中

哭

—

国

家

体

制

と

を

め

下

セ

の

市

民

的

諸

改

革

は

農

民

の

間

で

は

V
一
 

i

f

に
お
い
：.て
ぐ
少
数
の
意
識
的
な
人
々
：に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
だ
け

K

 

お
っ
て
、

セ
れ
蜂
®
は
農
民
の
抵
抗
の
激
化
と
都
市
内
部
で
の 

産
市
民
層
、
下
層
市
民
層
の
上
層
市
民
層
へ

：

の
不
満
め
増
太
と
：か
ら
局
地
的
小
：

.市
な
線
で
行
わ
れ
ぢ
に
過
ぎ
な
か
ゥ
た
。.
か
く
し
て
に
ハ
ッ
農
民
戦
争
に 

お
け
を
農
民
を
主
体
と
し
た
大
衆
の
蜂
起
は

>
:決
b
て
全
体
と
し
て
み
れ
ぱ
ス

.

.

ラ
シ
.

ス
革
命
の
際
の
よ
う
な
農
民
的
土
地
所
有
の

‘

確

立

と

絶

対

王

制

、
封
建

領 

主

制

の

廃

絶

と

い

っ

た

目

標

に

向

い

力

を

結

集

す

る

と

い

ゥ

た

う

な

も

の

-で 

.

は
な
く
、
，

1

定

の

プ.
ル
ジ
ョ
ァ
的
発
展
を
み
.
.つ
.

つ

も

な

お

単.
1
:

の
小
生
進
者
ど
、
. 

し

て
封
建
領
主
と
対
立
す
る
階
級
と

し

て

め

農

民

が

迫

り

来

る

封

建

反

動

に

对 

し

、
防

衛

的

に

し
'

か
し
決
然
と
抵
掠

し

た

も

の

を

中

心

と

し

て

い

る

。
.
し
か
し 

い

か
に
稿
和
な
線
で
も
そ
れ
が
領
主
の
！
！

^

因

と

真

向

ラ

か

ら

対

立

し
(

公
然
と 

武

器

を

も

っ

，て
も
領
主
か
ら

m

歩

を

獲

得

し

よ

う

と

す

る

以

上

、

.

封

唐

的

土

地. 

1

を
自
己
の
政I

力
の
経
済
的
土
台
と
し
て
い
る
封
建
領
主
階
級
に
と
っ 

.

て
は
、
極

め

て

重

大

な

政

治

的

社

会

的

危

機

と

し

て

受

：

t

と
ら
れ、
.

こ
こ
に
シ
.

ュ
.ヴ
ァ

I

ベ
ン
同
盟
の
括
躍
の
根
拠
が
：あ
る
め
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
よ
：う
な 

危
機
は
こ
の
大
衆
の

反
！
？

建
的
な
運
動
の
中
に
、
明
確
な
権
力
打
倒
を
か
：か
げ 

る
も
の
す
ら
現
わ
て
来
た
こ
と
は
、彼
等
の
最
も
恐
れ
ると
と
ろ
で
あ
う
た
。 

従
，
ゥ
て
戦
争
の
前
半
に
お
い
て
武
力
蜂
起
に
よ
り
止
む
を
得
ず
譲
歩
を
認
め
た

:
:

.

: 

■
 

一

(

五
0

5 

.

.
' 

-

:

,

,

V 
,

と
一
こ
ろ
が
多
く
あ
ゥ
，た
が
、
封
建
支
配
®

級
の
化
弁
者
達
は
こ
の
よ
う
な
譲 

一：

歩

社

農

！
^

衆

の

意

識

を

革

新

i

の
方
向
：；

f

近
づ
.け
る
.こ
：と
と
な
る
こ
と
を
主 

藤
し
マ
睡i

団

結

と

庄

を

以

て
'臨
ん
だ
。
か
く
し
.てド
イ
ツ
農
民
戦 

争
は
':エ
-
ン
ゲ
ルX

め
い
う
よ
う
にド
イ
タ
の

1

地
方
的
事
件
に
：
留
ま
り
V

.そ
の 

敗
北

は

ド

ツ
の

書
的
分
戮
を
購
め
、：

：

領
邦
国
家
体
制
の1

に
役
立
ち
、 

封
建
ド
イ
ツ
を
向
う
三
世
紀
：も
の
i

p

せ
し
め
る
結
果.と
か
マ
た
。.

ベ

と
こ
ろ
で
ン」

め
<
>-̂
う
.
^
:
^
民
戦
争
を
宗
教
改
革
と
の
置
で
と
ら
え
、
さ
ら 

'
にr

方
で
ほ
ぺ
八
r
a八
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
革
命
と
対
比
し
、
他
方
で 

は
一
六
四It

年

わ

命

と

1

七
八
仇
ぎ
.の
フ
ラ
ン
：：ス
苹
命
と
比
較
し
て
そ 

Q

鹿
史
的
意
義
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
人
が
：エ
ン
：ゲ
ル
ス
で
も
っ
た

o
n̂

建
制 

度
に
対
す
る
！
^

プ
ル
ジ
：H
ア
ジ
I

の
闘
争
は
三
大
決
戦
に
お
い
て
頂
点
に
達 

し
た
。
，
第r

は
命
日
ド
や
ツ
の
宗
教
改
革
ど
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

ま
会
に
、反
逆
せ
よ
：と
い
う
ル
ッ
.チ
ル
の
叫
び
声
に
呼
応
し
て
、
ニ
つ
の
政
治
的 

银

乱

が

起

か

た

。
.
第

1

は

，

一

五
.
；！

 

ニ1

年

フ

ラ

ン'ツ

，
フ.オ
シ
•ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン 

の
率
い
る
下
級
賞
族
の
救
乱
で
あ
り
、
次

は

f

五
ニ
五
年
の
大
農
民
戦
争
で
あ 

る
。
こ
の
ニ
つ
め
反
乱
が
鎮
压
さ
れ
，た
の
は
主
と
し
て
事
件
に
最
も
関
係
の
深 

か
っ
た
党
派
た
る
都®

民
の
不
決
断
に
依
ゥ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
不
決 

'断
の
原
因
ほ
残
で
は
研
究
し
な
い
。
こ
れ
が
鎮
庄
さ
れ
た
そ
の
時
か
ら
、
戦
闘 

は
退
却
し
て
個
々
の
諸
侯
と
皇
帝
の
中
义
権
力
と
の
争
奪
戦
と
な
り

、
' 
そ
の
緒 

果
は
ド
イ
ツ
が1

一
百
年
間
ヨ-
口
：
ッ
バ
の
政
治
的
諸
民
族
の
列
か
ら
消
え
去 

る
こ
と
と
な
ゥ
た
。」

ス
ミ
I

リ
シ
は
こ
の
評
値
を
ま
承
し

「

ヨ
I

ロ
ツ
パ
に
市 

良
革
命
：の
時
代
を
招i

初
の
！
HI 

ロ
ッ
パ
封
建
制
へ
の
攻
撃

J.

と
い
っ
て
い

を

民

苹

命

は第
一
に
政
治
革
命
であ
っ

て
そ
ご
で
は
封
建
的
政
治
権
力
の 

最
後
の
形
態
で
あ
る
絶
対
主
義

=

中
央
集
権
国
家
体
制
を
打
倒
し
、
共
和
制
に 

せ
よ
立
憲
君
主
制
に
せ
よ
一
国
の
ズ
ル
ジ
ア
的
な
発
展
に
有
利
な
政
治
度 

が
成
立
す
る
。
第
二
に
こ
の
樊
め
移
行
の
裏
に
は
経
済
的
な
変
革
を
伴
う
の 

で

あ

っ

て

、特
に
そ
の
主
要
な
内
容
と
.し
て
は
一
国
の
プ
ル
ジ
g
ア
的
発
展
に. 

と
ゥ
て
決
定
的
な
制
限
ふ
な
る
農
業
に
お
け
を
封
建
的
な
生
産
関
係
の
変
革

、

. 

従

っ

て
基
本
的
生
産
手
段
で
あ
る
土
地
問
題
の
何
等
か
の
解
決

(

フ

ラ

ン

ス

‘
の 

農

民

壤

命
に
し
ろ
英
国
.流
のプ

ル

ジ

'
"
ア的
私
有
権
の
確
立
に
せ
よ

)

☆
み
な 

く
て
は
な
ら
な
い
。
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
夫
.々

独
自
の
仕
方
でこ
の
よ
う
な
政 

洽
审
命
が行

わ
"
!
"

か
。
そ
こ
で
も
苹
命
の
エ
ネ
ル
ギ
-

は
、農
民
大
來
で
あ
ゥ
た 

が
、
都
市
プ
ル
ジW

ア
ジ
I

を
は
じ
め
農
村
に
お
け
る
富
農
の
指
導
性
が
発
揮

. 

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
民
革
命
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
歴
史
的
成
果
か
ら
み 

て
も
、
ま
た
農
民
戦
争
に
お
け
る
大
衆
の
諧
要
求
か
ら

.

い
ゥ
て
も
、
ド
ィ
ッ
農 

民
戦
'

争
を
市
民
革
命
と
よ
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
レ
か
し
他
の
ニ
大
国
に
あ
う 

て
は
は
る
ル
に
古<

十
四
世
紀
後
半
に
起
ゥ
た
農
民
の
大
蜂
起
が
、
ド
ィ
ッ
に 

お
い
て
は
起
り
得
な
か
っ
た
事
情

(

農
民
的
土
地
保
有
成
立
期
と
東
方
植
民
の
‘ 

時
期
が
重
り
、
矛
盾
は

1

，時
回
避
ざ
れ
た)

と
、•
そ
の
よ
う
な
蜂
思
が
十
六
世
紀 

初
頭
に
な
々
て
は
じ
あ
て
起
ヴ
た
事
情

(

農
民
的
商
品
生
産
の
前
進
と
都
市
，
 

を
中
心
と
す
る
経
か
簡
の
拡
大
、
遠
隔
地
商
業
の
與
陸
と
そ
れ
と
結
び
つ
い
た 

資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
萌
莽
の
誕
生
、
こ
う
レ
た
経
済
的
変
化
に
対
応
し
よ 

う
と
す
る
封
雄
反
動
の
强
化
と
そ
れ
に
対
す
る

抵
抗
と
し
，て
の
農
民
艘
争)

：
か 

ら

資

の
.

1
1

大
蜂
起
に
は
み
ら
れ
ぬ
市
民
社
会
へ
の
展
望
を
ド
ィ
ッ
に
お
い
て

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
底
史
的
意
義\

は
そ
の
運
動
の
内
に
含
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
元
来
中
世
'に
お
け
る
農
民
の 

ゆ
起
は
そ
れ
自
身
封
建
領
主
と
の
基
本
的
対
立
を
明
確
に
し
、
生
産
力
の
発
展 

を
志
向
す
る
.も
の
と
し
て
反
封
建
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
尤
i

民
的
士 

地
！̂
有
な
り
、
封
建
的
士
地
§

に
対
立
す
る
意
味
で
の
プ
ル
ジ
さ
ァ
的
土
地 

，所
有
は
ま
だ
そ'ご
で
は
：

I

般
的
主
張
と
は
な
り
え
な
い
。こ
の
意
味
で
は
今
迄 

み
て
き
た
ょ
ぅ
に
、
ド
ィ
ツ
農
民
戦
争
に
は
中
世
的
な
農
民

1
探
の
性
格
が
あ 

る
こ
と
は
否
め
な
，い
。
し
か
し
初
期
資
本
主
義
の
時
代
に
そ
の
ょ
ぅ
な
峰
起
が 

起
ツ
た
こ
と
は.、
一
定
の
プ
ん
ジa
ア
的
発
展
と
あ
い
ま
ウ
て
、
中
世
的
な
濃
民 

蜂
起
め
も
つ
反
封
建
的
以
上
に
封
建
領
主
体
制
へ
の
危
機
を
つ
く
り
出 

し
、
宗
教
改
革
、反
独
占
蓮
動
、
奮
に

お
け
る
市
民
、
平
民
の
運
動
と
共
に
社
会 

的
政
治
的
危
機
を
つ
く
り
出
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
最
も
重
大
な
危
機
と
し
て 

.領
主
の
側
か
ら
み
ら
れ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
ゃ
ド
ィ
ツ
に
お
い
て
は
敗
北
に 

終

，？
，た

こ

の

歴

史

的

事

件

が

ヨ

-

ロ
ッ
.パ
最
初
の
市
民
革
命
と
市
民
社
会
の
時 

代
を
つ
げ
る
も
の
と
な
ウ
.た
と
こ
ろ
に
こ
の
虞
件
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る 

. 
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改
革
者
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ツ
タ
r
に
.於
け
る
所
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農
民
的
性
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.一

ニI
r
m
:

ニ
頁
> 
諧
田
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